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　銀座にある高級クラブ、ｃｉｅｌｙ（シエリー）。ここは銀座の高級クラブの中でもトップに君臨する、特にハイクラスで社会的ステータスのあるお客様だけが来る店だ。

　シエリーのママである京子きょうこさんが一年前に老舗高級クラブ「すずらん」から独立し、オープンさせたのがこの店。銀座の一等地のビルにあり、約一〇〇平米の大きさで、落ち着きすぎず派手すぎない大人の雰囲気の店を経営している。

　このシエリーに勤める私――久永ひさなが紗和さわは、すずらん時代に京子ママから声をかけられ、シエリーのオープンからここで働いている。すずらんに勤めて間もなかった私に甲斐甲斐しく世話をしてくれたのが彼女だ。

　京子ママは、すずらんのナンバーワンで、着物のよく似合う黒髪の和風美人。

　私に水商売のことを一から丁寧に教えてくれて、立派なホステスへと成長させてくれた。二十八歳の私と五つしか年が変わらないのに人生の酸いも甘いも知り尽くした大人の女性で、私の憧れの人だ。

　そんな京子ママの店で源氏名を葵あおいと名乗って働く私は、いろいろと訳アリ女だ。

「いらっしゃいませ」

　夜の八時からオープンするこの店には、女の子たちがすでに同伴をして客を連れてきているため半分くらい席が埋まっている。私は同伴しなかったが、一流企業の社長の常連客――橘たちばなさんの座るテーブルについていた。

　橘さんの飲むお酒を作っていると、彼はスーツからスマホを取り出して何やらメールを確認しているようだった。

「葵ちゃん、今日は取引先の人を呼んでいるんだけどいいかな？」

「もちろんです。いつもありがとうございます」

　橘さんは五十代半ばの男性で既婚者。すずらん時代からのお客様で、昔からよくしてもらっている。スマートに飲む人で紳士的だから、変なことをしないいいお客様だ。

　こうして新しいお客様を紹介してくれることも多く、彼のおかげで私の指名が増えるのでありがたい。

　しばらく談笑していると店の扉が開き、ボーイたちが「いらっしゃいませ」と声を揃える。橘さんの知人が来たと気がついた私は入り口のほうを向いた。

「あ、朝比奈あさひなくん、こっちだよ」

　ひらひらと手を振り、橘さんが入店してきた男性に手を振る。三十歳くらいのスーツを着た長身の青年が見えて、私もその人物を迎えるために立ち上がった。

　男性が橘さんに気づき、こちらに向かって歩いてくる。

「いらっしゃいませ、どうぞ」

　いつもの営業スマイルで彼を出迎えるが――彼は立ち尽くしたまま私を見つめた。

「…………紗和？」

　えっ……？

　ふいに本名を呼ばれて、私も顔を上げて彼のほうを見て目を見開く。

　彼は、朝比奈蒼生あおい。数年前に別れた恋人だ。

　私が葵という名を源氏名にしているのは、彼への未練からで――。

　それよりも、どうして。

　なぜ、再会してしまったのだろう。

　私には、内緒で産んだ彼との子どもがいるというのに。

















１　再会












　――蒼生と再会する数時間前。

「葵さん、おはようございます」

　店の前でボーイの桂かつらくんから声をかけられ、私はひらひらと手を振る。ダボっとしたオーバーサイズのＴシャツに黒のスキニーパンツを穿いている桂くんは、中性的な顔をした今どきの可愛らしい男の子。

「この姿なのによく分かったね」

「分かりますよ、葵さんの目力ハンパないっすもん」

「それ、どういう意味？」

　桂くんのほうをキッと見ると、愛嬌のある顔でケラケラと笑う。出勤前の私は、髪こそ美容院でセットしてもらって華やかだけど、服装はシャツにジーパンというラフな格好で、顔はすっぴんだ。

　なので、マスクをして顔を隠しているのだが、彼が言うには目元で私だと分かるらしい。

「佑都ゆうとくん、体調大丈夫なんですか？」

「うん、もうすっかりよくなった。昨日は急に休んでごめんね」

「いえいえ。ただ、葵さん指名のお客様は残念がっていましたけど」

　昨日私は、急な欠勤をしてしまった。理由は――佑都という三歳の子どもが風邪をひいて熱を出したからだ。昨日は高熱だったため、救急病院に連れていったり看病したりして、出勤できるような状況じゃなかった。

　一晩明けると、すっかり熱も下がり元気になったので、今日は夜間保育園に預けて出勤できたのだ。

　シングルマザーで、頼る家族のいない私には佑都を預ける人がいない。もともとＯＬをしていたのだが、妊娠が発覚したときにつわりが酷くて一時入院することになり、退職することになってしまった。

　産後に仕事を始めようとしても、なかなか転職先が見つからず……でもすぐに働かなくてはならなかったので水商売をすることにした。そして今に至る。

「いやぁ……それにしても、一人で産んで育てるなんて、本当に大変ですよね」

「そうだね。でも自分の子は可愛いよ～」

「まじっすか。俺はまだ子どもなんて考えられないです」

「まだ二十一だもんね、そりゃそうだ」

　大学に通いながら、シエリーでボーイとしてバイトをしている桂くんには、子どもを持つなんて想像がつかないだろう。

「結婚せずに子どもを産んだって言っていましたよね。相手の方ってどんな人だったんですか？　なれそめ的なのを教えてください」

「それ、聞きたい？」

「はい、聞きたいです。今後の参考に」

　店のオープンまでまだ時間がある。準備をしながら話せる余裕のある時間ではあるものの……桂くんに話すかどうか悩む。

　本当に聞きたいと思ってる？　と疑わしいと彼の表情を見てみるが、彼は興味津々の子犬のような笑顔で私の顔を見つめてくる。

「葵さん、お願いっ」

「もう……仕方ないな」

　京子ママ以外の人に話したことはないのだけど、いつも一緒に働いている桂くんのことは信用しているからいいか。店の中に入り、まだ誰もいないカウンターで私は話し始めた。






　――遡ること四年前。

　それは私がまだ普通のＯＬだったころの話。

　会社から通勤時間三十分ほどのワンルームマンションに住んでいた私は、近くにある大きな公園で早朝ランニングするのが毎日のルーティンだった。

　自然溢れる公園内にあるジョギングコースは一周約二キロ。まだ人の少ない時間に来て、黙々とランニングしていたのだが。

「きゃあ」

　昨夜雨が降っていたので地面がぬかるんでいたようで、足を滑らせてしまった。そのまま前に倒れこんで泥だらけになってしまうという最悪な事態に見舞われた。

「うわぁ……最悪。痛い……」

　大人になってこんなに盛大にこけたことなんてない。お気に入りのウェアが派手に汚れてしまった上に、髪や顔のあちこちに泥が飛び散っている。

　まだコースの半分も来ていないのに、この汚れ方は悲惨だ。転倒した痛みはそこまで強くないけど、このまま続行するのは厳しいと思う。

　というか、こんなに汚れた状態でマンションまで帰るのも辛いな……。

　立ち上がるのを躊躇っていると、遠くから力強く走ってくる足音が聞こえてくる。

「大丈夫ですか？」

　メンズもののスポーツシューズが目の前で止まる。私と同じブランドのランニングウェアを着ている足元が見えて、ゆっくりと顔を上げていくと、私より少し年上に見える精悍な男性が立っていた。

「あの……？」

「ああ、すみません。近くを走っていたら、女性の悲鳴が聞こえたので何かあったのかと思って戻ってきたんです。大丈夫ですか？　怪我はありませんか？」

　ナチュラルに手を伸ばして、私の手を掴んで立ち上がらせてくれる。彼は一五五センチの私より二十センチ以上背が高くて逞しい体をしていることに気がつく。

　顔はきりっとした男らしい眉に、奥二重で凛々しい瞳をしている。鼻筋がすっと通っていて、唇はきゅっと締まっている。唇の近くにある小さなほくろが色っぽくて、爽やかな青年でありながら色気も持ち合わせているような魅力的な男性だ。

「あー、結構派手に汚れてしまいましたね」

「そう……ですね」

　そんな素敵な男性の前で、こんなみっともない姿を晒すなんて恥ずかしい、と縮こまっていると、彼は自分が着ているジャージを脱いで私にかけてくれた。

「これだと少しは隠せませんかね？」

「だめです、こんなの。あなたの服が汚れてしまいます」

「大丈夫ですよ」

　半袖になった彼は、にこっと白い歯を見せて笑う。半袖から伸びる筋肉のついた腕が逞しい。普段からトレーニングをしている人なのだろう。

「歩いて帰れそうですか？　無理そうなら送りますが」

「い、いえいえ……っ。大丈夫です、帰れます」

「そうですか。じゃあ、気をつけて帰ってください」

　これ以上迷惑をかけられないと即座に断ると、彼は踵を返して走り出してこの場を立ち去った。小さくなっていく彼の背中を見送ったところで、ハッと気づく。

　上着を借りてしまったけど、どうやって返せばいいの？　名前も電話番号も知らないのに、どうすれば……。

　肩からかかった大きな上着を握り締めて、彼のぬくもりを感じる。大きくて優しくて包み込むような温かさに胸が震えていることに気づいた。

　それが私たちの出会いだった。






　――それから一週間後。

　毎日彼を捜しながらランニングしているけれど、まだ会えていない。もし次に会えたら名前を聞いて、上着をお返しする時間をもらいたいと伝えるつもりだ。

　同じ公園で走っているのなら、いつかは会えるだろうと思っていたのに、一向に会えないでいる。

　私より早い時間に走っているのか、それともいつもは違うコースを走っているのか。あの日だけたまたまここにいただけなのかもしれない。

　借りたままになっているなんて申し訳ない。今は春とはいえ、まだ少し朝は冷えるし、上着が必要な時期だから、返却できないでいると、きっと迷惑をかけていることだろう。

　あのとき連絡先を聞くべきだった。そうすれば親切にしてくれた彼に何かお返しができたかもしれないのに。

　公園の中心にある大きな池のあたりに来たところで、ふと足を止める。まだ陽が昇る前の澄んだ朝の空気を胸いっぱいに吸い込んで、風に揺れる水面を見つめていた。すると――。

「おはようございます」

　背後から男性の声がして、ぱっと勢いよく振り返る。

　私のすぐ傍に立っていたのは、先日の彼だった。

「また会いましたね。この前は本当に大変でしたね」

　目の前にあの人がいる。この一週間、ずっと会いたいと思っていた男性だ。それなのに、いざ目の前にすると頭が真っ白になってしまって言葉が出てこない。

「あの……？」

　何も言わずに彼の顔をじっと見つめる私の様子を不思議に思ったのか、彼は小さく首をかしげた。

「あ、ああ、えっと……すみません、私……っ、久永紗和といいます。ええっと……電話番号、教えてもらえませんか!?」

　あれ？　何か話が飛躍しているような……？

　この前の感謝の気持ちと、借りたジャージを返したくて彼の都合を聞くために、電話番号を教えてほしいと思っているのだと伝えたかったのに、大事なところをすっ飛ばしたような気がする。

　自分の失敗に気づいて、でもどうしたらいいか分からなくて、顔がかああっと急速に熱くなる。

「電話番号……ですか？」

　藪から棒に聞かれたものだから、彼は笑顔で戸惑っている様子。

　そりゃそうだよね、普通に話しかけてくれたのに、いきなり電話番号を教えてほしいなんて、変に思ったに違いない。

「いや、違うんです。ナンパとかそういうのじゃなくて、この前の借りた服をお返ししたくて、でも、なかなか会えないし、いつここに来るのか分からないから、あの……その……」

　やらかしてしまった、と恥ずかしさで居たたまれなくなっていると、彼は「あははっ」と爽やかに笑ったあと、手首についたスマートウォッチを操作し始めた。

「はい。番号交換しましょう」

「え……いいんですか？」

「はい、もちろん。紗和さんといいましたね。俺は、朝比奈蒼生です」

　朝比奈……蒼生さんか。素敵な名前だ。彼の名前を聞けたことに喜んで、いつもランニングベルトに入れているスマホを取り出そうとしたら、入っていないことに気がつく。

「あ、ああ……！」

「どうしました？」

「スマホ……家に忘れてきました……」

　何という失態。せっかく番号交換ができることになったのに、肝心のスマホを忘れてくるなんて。どうして今日に限ってそんなこと……。

　せっかくのチャンスだったのに――とショックを受けていると、彼はクスクスと笑い出した。

「そんなに落ち込まないでください。君の番号を教えてくれたら、今からコールしますよ」

「いいんですか？」

「もちろん」

　ここにスマホがなくても交換してくれるということなので、自分の番号を伝える。すると彼はスマートウォッチから発信したようで、私のスマホにコールをしてくれた。

「じゃあ、家に帰ったら登録をしておいてください」

「ありがとうございます！」

　何となくその場の流れで、そのままランニングをすることになって一緒に走り出す。同じペースで隣に並んで走りながら、会話をしていく。

「それより、怪我はなかったですか？」

「はい、大丈夫でした。あの日は本当にありがとうございました。朝比奈さんのおかげで家まで隠しながら帰れました」

「そうですか、よかった」

　こんなふうに他愛もない会話を楽しんで、彼の都合のいい日を聞くのを忘れて純粋にランニングを楽しんで終了してしまった。

　家に帰って彼からの着信を確認して、電話帳に登録が完了したところで気がついた。

「ああ、またやらかしてる……」

　せっかく会えたのだから、次に会える日を聞いておくべきだった。そうしたら、スムーズに上着を返すことができたのに。






　――翌日。

　その日の朝は、朝比奈さんと会えなかった。

　もしかして今日も会えるんじゃないかと期待していたが、その願いは叶わなかった。

「はぁ……」

　仕事中も、休憩中も、集中が途切れた瞬間に考えてしまうのは朝比奈さんのこと。

　朝比奈さんは、どんな人なんだろう。いくつ？　それから、どういう仕事をしている人で、どこに住んでいるんだろう……？

　知りたいことがたくさんで、早くもう一度会いたい。

　そんなふうに想いを募らせていると、突然、休憩時間中にスマホに着信がきた。

「あ、あ……朝比奈さんからだ……！」

　社員食堂で食事をしている途中に着信に気づき、急いで立ち上がる。こんな騒がしいところじゃなくて、静かなところで話したいと急いで社員食堂を出た。

「も、もしもし……っ」

『もしもし、久永さんですか？』

「はい、久永です。お世話になっております」

『……ははっ、お世話になっております。今、お話ししても大丈夫ですか？』

「はい、もちろん!!」

　思っていた以上に力強い返事をしてしまって恥ずかしくなる。キョロキョロと周りを見渡して誰もいないことを確認して胸を撫でおろす。

『昨夜、電話をくれるかなと思って待っていたんですけど、連絡がなくて待ちきれずにこちらから電話してしまいました』

「ええ……っ、待っていてくれたんですか？　番号を教えてもらったものの、いつ電話していいのか分からなくて、悩んでいたら電話できなかったんです」

『そうですか。気にせず電話をください。それともメッセージのほうがいいですかね？　今度会ったときにメッセージアプリの友達になりましょう』

「はい」

　メッセージならやり取りがしやすいし、電話より気兼ねなくできるからいい。次に会うときの目的もできて、気持ちが舞い上がる。

『久永さんは、明日ランニングに行きますか？』

「はい、行く予定です。朝比奈さんは……？」

『俺も行きます。じゃあ、明日の朝、待ち合わせしましょうか』

　そう提案されて、胸が大きく跳ねる。朝比奈さんと待ち合わせ。一緒にランニングができる！

「はい、お願いします。あ、そうだ。借りている上着、持っていきますね」

　いつまでも借りっぱなしは申し訳ないと、そう提案するが、彼のほうにほんの少しの間が空く。

『いえ……明日はまだいいです。今度、ランニングじゃないときに持ってきてもらっていいですか？』

　そうなの？

　上着がないと不便だろうし、早く返却したほうがいいと思うのに、まだ不要だと返事がくる。ランニングするときに上着が二枚になると邪魔だからかな？　と想像して承諾した。

「分かりました、じゃあそれは改めますね」

『お願いします。では、明日の朝に』

「はい、また」

　そう言って電話を切ったあとも、余韻に浸ってスマホを眺める。

　明日会える！　と胸が弾んで仕方ない。朝比奈さんのことが気になっていたから、会えることになって嬉しい。

　そのあとは、明日はどんなことを話そう？　といろいろ想像して楽しみにして過ごした。

　翌日、まだ朝陽の昇らない早朝に待ち合わせ場所に行くと、朝比奈さんが私のことを待っていた。

「おはようございます」

「じゃあ、行きましょうか」

「はい」

　まだ数回しか会ったことがないのに、こうして待ち合わせして一緒にランニングするなんて信じられない。けど、一緒にペースを合わせて走るのが楽しい。

「久永さんは、昼間、お仕事をしている人ですか？」

「はい、そうです。普通のＯＬですよ。朝比奈さんは？」

「僕も普通のサラリーマンです」

「ふふ、一緒ですね」

　どういう職種なのか、さらっと話をしていくうちに、次の話題に変わっていく。いつごろからこの公園でランニングするようになったのかとか、昔からスポーツをやっていたのかとか。

　話せば話すほど、「一緒だ」と思うことが多い。

「朝運動したほうが、仕事中調子がいいというか。いいウォーミングアップになっているから、走らないと気持ち悪い気がして」

「ですよね。それ、すごく分かります！　何か、朝比奈さんとは共通点が多いですね」

　それが嬉しくて自然と顔がにやける。嬉しいっていうのが、ダダ漏れしている気がするけれど、それを止められない。勝手に笑顔になってしまって、彼の顔を見つめてしまう。

「私、二十四歳なんですけど、朝比奈さんって私より年上ですか？」

「そうですよ。二十六歳です」

「やっぱり。大人の雰囲気がしました」

「オジサンっていう意味じゃなくて？」

「オジサンじゃないですよ。年、ふたつしか変わらないじゃないですか、あははっ」

　いつも黙々と公園の中を走っていたけれど、朝比奈さんと走ると、全然違うコースみたい。あっという間に時間は過ぎていった。

「ゴール！」

　スタート地点に戻ってきた私たちは、ゆっくりとペースを落として立ち止まった。

「はぁ……っ、楽しかったですね」

「そうですね。お付き合いありがとうございました」

「いえいえ、こちらこそです」

　呼吸を整えて一息ついたところで、朝比奈さんが話し始めた。

「久永さん、俺と友達になってくれませんか？」

「へっ……？」

「一緒に食事をしたり、買い物に行ったりしたいなって。共通の趣味もあるし、俺たち気が合うと思うんです」

「いいんですか？　こちらこそ、友達になってほしいです」

　朝比奈さんのことをもっと知りたいと思っていたから、そう言ってもらえて嬉しい。彼が言うように、共通の趣味もあるし一緒にウェアの買い物など行けたら絶対楽しいと思う。

「じゃあ、紗和ちゃんって呼んでもいい？」

「もちろんです」

「俺のことも、蒼生って呼んでくれる？」

　友達になったら急に距離が縮まった気がして、胸がドキドキしてくる。

「蒼生、くん……」

「紗和ちゃん、よろしく」

　こうして友達になった私たちは、メッセージアプリのやり取りをするようになった。電話のときは遠慮して連絡できなかったのに、メッセージになった途端、隙があったら何でも送る間柄になった。

【紗和ちゃん、次、いつ休み？】

【私は週末だよ。蒼生くんは？】

【俺も。じゃあ、一緒に買い物に行こう】

　こんなふうに他愛もない会話のやり取りをして、週末には買い物と食事に行くことになった。ふたりで駅前に待ち合わせて、電車移動し、目的のお店に行く。ブランドのランニングウェアを選ぶ。

　まさか、お揃いになるなんて。

　同じデザインのウェアを手に取り、蒼生くんと顔を合わせて笑顔になる。私と一緒のデザインを着ても嫌じゃないって思ってくれていて嬉しい。

　ランチはカジュアルなオープンカフェで、パスタを食べて楽しかった。そんなデートを何度も重ねて、初めて会話した日から二ヵ月が過ぎた。






　――そんなある日。

　仕事中に彼からメッセージが届き、今日会えないか？　と聞かれた。終業後は、いつも特に用事などないし、家に帰るだけなので予定はない。

　いいよ、と答えると、オフィスの近くまで来てくれることになった。

「ごめんね、急に呼び出して」

「ううん、全然。それより、蒼生くんのスーツ姿初めて見たよ。すごく格好いい」

「本当？　ありがとう」

　蒼生くんと一緒にいるときは、トレーニングウェアか、私服だ。だからこんなふうにスーツ姿を見るのは初めて。いつもと感じが違うから新鮮で緊張してしまう。

　私の知っている蒼生くんじゃないみたい。うちの会社にいる先輩たちと少し違うように感じるのは、スーツが高級そうだから？　蒼生くんの体に綺麗にフィットしていて既製品ではなくオーダーメイドのように見える。

　素人目でそう感じるのだから、当たっているのではないだろうか。

　よく目立つ雑貨屋の前で待ち合わせをして、そこから歩き出してレストランに向かうことになった。

　いつも落ち着いた雰囲気の蒼生くんだけど、今日はどこかぎこちないように感じる。一緒に歩いていても口数が少ない。

　もしかして、疲れているのかな……？

　不思議に思いながら彼の隣を歩いていると、蒼生くんが急に立ち止まった。

「ここだよ」

　そう言って彼が案内してくれたのは、小さな看板が立つ一軒家風の落ち着いた雰囲気のレストラン。見た感じではレストランであることが分からないような玄関に入っていくと、中に美しい庭が現れ、ほんのりとしたライトが足元を照らす幻想的な入り口になっていた。

　こんなお店に来るの、初めて。

　ロマンティックな雰囲気に胸を高鳴らせながら、彼の後ろについて奥へ入っていくと、スタッフが蒼生くんに声をかけてきた。

「朝比奈さま、お待ちしておりました。どうぞこちらへ」

　蒼生くんの顔を見ただけで名前を呼んだので驚いた。自分から名乗らずとも分かってもらえるなんて、この店をよく利用しているということだ。

　少し照明の落としてある大人の雰囲気の店内を歩き、一番奥にある半個室に通され、私たちは席についた。

「素敵なお店だね。蒼生くんは、ここによく来るの？」

「たまに来るよ。ここの料理、すごく美味しいんだ」

「そうなんだ」

　メニューを見てみると、フランス料理だと分かったけれど、どれも値段が載っていない。どれを頼んでいいか分からずに、彼の顔を見てみるとにこっと微笑みかけられる。

「コースにしようと思うけど、いいかな？」

「うん。お任せします」

　こうしてフレンチのコース料理を食べることになり、飲み物も彼がチョイスしてくれたワインが運ばれてきて静かに乾杯をした。

　こういう高級な雰囲気だと、自然とお淑やかになってしまう。ちゃんとしたマナーなんて知らないから上手に食べられるか心配だったけど、料理が運ばれてくるそのたびに彼は食べ方をさり気なく教えてくれた。

「私、こんな料理食べたの初めて。すごく美味しかった！」

「本当？　気に入ってくれてよかった」

　どれを口にしても、食べたあとに忘れられないような感動がやってくる。一口食べるごとに口の中が幸せで、とろとろに溶けてしまいそうなほど料理に骨抜きにされてしまった。

　満たされた私は、最後のデザートを食べ終わると、椅子の背もたれにもたれて歓喜のため息を漏らした。

「はぁ、幸せ……」

「喜んでもらえてよかった」

　余韻に浸りながら、目の前にいる蒼生くんを見ていると、急に彼の表情が硬くなり始めた。

「紗和ちゃん」

「……ん？　どうしたの？」

　急にどうしたのだろう、と私も姿勢を正す。

「今日は話したいことがあって、ここに来たんだ」

「うん」

　蒼生くんがいつになく真剣な顔をしているから、深刻な話なのだろうと察する。私も心構えをして話に耳を傾けた。

　何か相談事かな？　私で解決できるようなことだったらいいんだけど……。

　そんなことを考えながら、彼の話が始まるのを待つ。

「紗和ちゃんが好きなんだ。俺と付き合ってほしい」

　…………え？

　今、何て言った？

　紗和ちゃんが、好き……？

　何かの相談をされるのかと思っていたら、まさかの告白!?

　いやいや、まさか。私の聞き間違いじゃないかと、今聞いた言葉を何度も頭の中で繰り返す。

「紗和ちゃん、聞いてる？」

「う、うん。聞いてるけど……よく、意味が分からなくて……」

　私は蒼生くんから「友達になろう」と言われて仲良くなり始めたから、好意をもってくれているなんて期待しないようにしていた。だから好きだと言われて驚いてしまう。

「そのままの意味だよ。俺と付き合ってほしい。恋人になってほしいってことなんだけど」

「えええっ！」

　静かな店内に似つかわしくない大きな声を上げて驚いてしまった。急いで口元を押さえて何度も瞬きをする。

「二ヵ月ぐらい友達として付き合ってみて実感したんだけど、一緒にいて楽しくて、俺自身のことをちゃんと見てくれる。朝比奈蒼生という一人の男として付き合ってくれていると感じたし、中身を知ってくれているだろう？」

「……うん、まぁ。そうだね」

　言っている意味が分かるような、分からないような感じだけど、蒼生くんのことを一人の男性として意識していたのは事実だし、彼のことを知りたいと思っていたことも本当だ。

　そして知っていくうちに、彼の魅力にどんどん気づいて惹かれていった。だから、こうして好きだと言ってもらえて嬉しいけど。

「私でいいの……？　私自身、そんなにいいものではないと思う。今まで誰とも付き合ったこともないし、恋愛のこととかもよく分かってないし。蒼生くんが望むような女性かどうか……」

「そんなこと気にしないで。俺はそんな紗和ちゃんがいい」

　そう言ってもらえると、素直に嬉しいし照れる。今まで好きになった人と両想いになった経験がないから、すごくこそばゆい感じがする。自然と顔がにやけて、うふふ、と笑みが零れる。

「紗和ちゃんは、俺のことどう思ってる？」

「……好きだよ。でも友達だから、言っちゃいけないと思ってた」

「本当？　俺のこと、好きになってくれてた？」

　私が好きだと打ち明けると、目を輝かせながらもう一度聞いてくる。少し身を乗り出してくる様子を見ていると、喜んでくれていることが伝わってきた。

「うん、好き。初めて会ったときから、素敵だなって……」

「そう言ってもらえて、すごく嬉しい！　ありがとう」

　私たちは出会って二ヵ月で友達から恋人同士になった。

　少しずつ距離が縮まって、お互いのことを知ってから付き合ったと思っていたのだけど、実は知らないことばかりだった。






　――三ヵ月後。

　平日の早朝はふたりでランニングを続けている。一緒に汗を流したあと、それぞれのマンションに戻って支度をして出勤する。平日の夜はお互いに忙しいから会うことはないけれど、週末になると、彼のマンションへ泊まりにいくことが習慣になっていた。

　彼のマンションというのが、見たこともないような高級高層マンションで、その最上階に住んでいることが発覚した。

　どういうこと？　普通のサラリーマンって聞いていたのに、生活レベルが私と全然違う。

　そう驚いたのも当然。

　蓋を開けてみると彼は起業家として有名な人物で、様々な会社を設立しては成功を収めるという会社経営者だったのだ。

　だから普通のサラリーマンなんかじゃない。様々な会社の経営、コンサルタント事業にも携わり日本だけにとどまらず海外進出までしている豪物だった。

　その上――。

「蒼生くん……私、こんなの……初めてだから、あの……っ」

「そうだけど、たっぷり時間をかけて慣れさせてきたでしょ？　そろそろ全部欲しい」

　週末になると、平日に溜め込んだ欲望をぶつけるように、私を離さない。最初のころは手を繋いで、ぴったりとくっついてテレビを見るだとか、本を読むとかだったのに、だんだんエスカレートしていく。

　たくさんキスをするようになって、ぎゅっと抱き締め合う時間が長くなったと思えば、次は体に触れられる時間が増えた。そして、その触れ合いは濃密になり、服を脱いで裸になるようになって――。

　今日も、ベッドの中に入って熱烈に愛される時間が続く。

　私、ついこの前までこんなことを知らないカラダだったんですけど……っ!?　って言いたいくらい、じわじわと彼に作り変えられてしまった。

「紗和、隠さないで。手をどけて」

「やだ……っ、こんなに脚を開いたら、全部見えちゃう……！」

　彼のキングサイズのベッドの上、まだ昼間の明るい時間なのに大きく脚を開かされて大事な部分を見られている。そこの近くにある彼の顔が早く全部見たいと近づいてくる。

「隠されるともっと見たくなるものなんだよ。焦らすのは逆効果って知ってる？」

「知らない……っ、そんなの……」

　ああ、もう。本当に恥ずかしい。こんな場所、明るいところで見せるものじゃないはずなのに！

　なのに、全然逃がしてくれない。もっと見たいと思っている彼は私の手首を掴むと、横へずらした。

「ほら、見えた。紗和のここ、舐めていい？」

「だ、め……っ、ああ！」

　だめだと言ったのに、全く聞いてない。ぺろっと舌でそこを舐められると、大きく体が震える。

「好きだよ、紗和。もっと見せて」

　もう片方の手もどけられて、私の秘部が全部見られてしまった。表面も内側も全部味わうみたいに舌でなぞられて、そのたびにビクビクと体を揺らして感じてしまう。

　こんなところも、本当に好きなの？　って聞きたいけれど、熱い舌がどこもかしこも丁寧に舐めるから、きっと好きなのだろう。嫌だったらこんなに執拗に舐めないはず。

「ああんっ！　あお、い……くん、もうだめ……っ」

　敏感な場所を吸い上げられると、腰がくだけてしまいそう。とろとろの蜜が零れている場所が切なくて、そのもどかしさをどう逃がしていいか分からない。

「蒼生くんじゃなくて、蒼生って呼んでって言ってるでしょ。ちゃんと呼べないなら、ここに入れてあげないよ」

　蜜口を指で一撫でされただけで、意識が飛びそうになっている。敏感な体は何度も戦慄いて、早く何とかしてほしいと訴えてしまう。

「ほら、紗和。ちゃんと呼んで」

「あ、お……ぃ……んっ、んあぁ」

「聞こえない。もう一度、ちゃんと」

「蒼生……っ、もう……ぁ、ああ！」

　目に涙を浮かべながら彼の名前を呼ぶ。すると、蒼生の指が私の中にゆっくりと入ってきた。

「あああ！　あんっ」

「そうだよ。ちゃんと呼んでくれないと止めるからね。ほら、これをしてほしかったんでしょ？　中、とろとろ」

「ああ……っ、ん、ぁあ……！」

　蒼生の指が動くたび、嬉しいと悦んでいる内側は、刺激されて熱く蠢く。

　どうしてこんなに気持ちいいの？

　蒼生との触れ合いに慣れてきて、こうやって弄られると感じるようになってしまった。

　最初は愛撫されることに戸惑っていたのに、それだけでは物足りなくなってきている。

「紗和、大好きだよ。……ほら、もっと俺にしがみついて」

「ああっ……蒼生……っ、私も、好き……ぃ」

　汗ばむ大きな背中に手を回してしがみつく。隙間のないほどに密着したふたりの体がベッドの上で激しく揺れ動いて、どんどんのめり込んでいく。

　こんなに好きになっていいの？　全部委ねてもいいの？　……そう聞きたくなるくらい、毎日が幸せで満たされている。

　息をするのも忘れるくらい熱い口づけを交わしながら、繋がった場所を揺さぶり続ける。彼の全部が私の中に収まって、最奥を何度も押し上げてきた。目の前が霞んで、意識が朦朧とし始める。

　もう限界が近いのだと、自分自身でも感じ始めたころ。

「ああっ、あん……！　あ、ああ……」

「もう……そろそろ、出そう」

　歯を食いしばりながら切なげな声で話す蒼生を見て、私も一緒に高まりたいと願う。

「私も……っ、もう……」

「一緒に気持ちよくなろ？　紗和」

「うん」

　蒼生が好き。何があっても一緒にいたいと思うほど、彼のことが好きだ。ふたりで過ごす時間が長くなっていくたびに、この気持ちは強くなる。

　クライマックスが近づいてきた私たちは、言葉を交わす余裕もなくなり、一心不乱に体を交わらせる。唇も、手も、体も、全部がひとつになって、絶頂へと駆け上がった。

「……っ、く」

「ああ……っ、あ、ああ――」

　彼の胸の中で、私は幸せを感じていた。
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　ふたりの付き合いが順調に進み、半年が過ぎたころ、蒼生の仕事が海外での勤務が増えてきた。どうやらシンガポールにある彼の会社の経営状態が悪化したらしく、それを立て直すべく彼が出向くようになった。

　月の半分以上を海外で過ごすようになったが、私との時間は何があっても作ろうと努力してくれていた。

　日本と海外とに離れていても、ネットも普及しているし連絡もすぐに取れる世の中だ。別に離れていても問題はないと思っていたのに、彼が多忙になるにつれてレスポンスが遅れるようになっていった。

　夜寝る前、スマホを見つめながら彼からの連絡を待つ。

　今、何してるの？

　そうメッセージを送ったのは二時間前。もう仕事が終わっているだろうと思って送ったのに、既読にならず返事がこない。

　まだ仕事中なのかな？　システムのトラブルと、人手不足で大変だと言っていたから、遅くまで働き詰めなのかもしれない。

　最近、こうしてメッセージの返事が遅れ気味で、朝方に返事がきている。無視されることはないけれど、会話はできないしリアルタイムのメッセージのやり取りもない。

「忙しいから、仕方ないよね……」

　日本との時差は一時間。

　時差はほぼないから、同じ時間帯に生活をしているものの、仕事で忙しくしている蒼生に頻繁に連絡できるわけもなく――気がつけば数日連絡を取らないときも出てきた。

　そんな中……私はあることに気がつく。

「生理がきてない……かも」

　先月の今頃は、すでに生理が終わっていたころなのに、今月はまだきていないことに気づく。おかしいと思うものの、そんなことはないと考えを振り払う。

「でも……」

　最近食欲がないし、少し熱っぽい。疲れやすくて眠い日も多い。この体調の変化は何かおかしいと薄々思っていたところだった。

　まさか、妊娠してる？

　急に不安になった私は、会社帰りにドラッグストアに寄り、妊娠検査薬を買うことにした。

　きっとこんなのは杞憂だろうと自分に言い聞かせながら、自宅に帰ってすぐに検査をする。

「ないない、絶対にそんなことはない」

　そう願いながら、検査の結果を待った。

　きゅっと目を瞑りながら数分待って、ゆっくりと目を開けて見てみる。

「…………うそ」

　スティック状の検査薬に二筋のピンクの線が入っていて、それは陽性を表していた。

　頭が真っ白になる。

　私が妊娠？　まだ二十四歳だよ。結婚とか、出産とか、正直まだ考えていない。でもどうしよう？　お腹の中に赤ちゃんがいる。

　蒼生と付き合って、まだ半年ちょっと。私のことを大切に考えてくれてはいると思うけど、今はすごく忙しい時期だ。シンガポールでの仕事が長引きそうだと言っていたし、次に日本に帰ってくる日も聞けていない。

　そんな中、妊娠しただなんて言ったら、彼の重荷になるに決まっている。

「どうしよう」

　蒼生に話したいと思って電話をかけてみるも、予想通り電話に出ない。きっと仕事中なのだろう。

　彼からの連絡を待っている間に、私は婦人科の予約を取り、診察を受けることにした。

「妊娠九週目ですね。おめでとうございます」

　医師に渡されたエコー写真を見て、信じられない気持ちになる。

　本当に妊娠しているんだ。私のお腹に、赤ちゃんがいる。心拍も確認できたし、ちゃんとそこにいることが確認できた。

　正直、今の状況では諦めなければならないと思っていた。蒼生とも会えていないし、自分自身も人としてまだまだ未熟だし、出産や育児なんて考えられない。

　蒼生のことは好きだし信用しているけれど、結婚をしようと約束しているわけじゃない。こんな関係のふたりが妊娠をきっかけにうまくいかなくなるのではと不安に思っていた。

　だから、赤ちゃんができていたとしても、明るい未来はないと考えていたのに。

「出産されますか？」

「……はい、します」

　医師に妊娠を継続する意思があるかどうか確認されたとき、私は咄嗟に出産すると返事をしていた。

　なんで出産するって返事してしまったんだろう。

　婦人科を出て、そう言ってしまったことに頭を抱える。

　本当に産めるの？　育てられるの？

　そう自分に問いかけるけれど、答えは分からない。

　だったら赤ちゃんを諦められるのかと考えると、それは絶対に無理だ。この子を諦めるなんてしたくない。産みたい。

　婦人科の先生には勢いで返事をしてしまったけれど、考えれば考えるほど、その返事しかなかったのだと実感していった。

　妊娠が判明してしばらく経ったころ、蒼生からの連絡がやっときた。

『もしもし、紗和？　ごめん、連絡をくれていたのに遅くなって』

「ううん、大丈夫。相変わらず忙しいんだね」

　離れていても気持ちは同じ。そう思ってこの遠距離恋愛を始めたけれど、ふたりの時間が少なくなっていくたびに、気持ちもすれ違い始めているような気がしていた。

　大事なことも相談できないし、傍にいないから私の変化に気づくこともない。逆に蒼生がどういう生活を送っているのかを知る方法もない。

　蒼生のことは好きだけど……これ以上一緒にいるのは難しいのかもしれない。そう思い始めていた。

『本当に忙しくて、しばらく日本に帰れそうにないんだ。だから、紗和……シンガポールに来てくれないかな？』

「え……っ」

　会話の中でそう提案されて、驚いて言葉を失う。

　私との時間をちゃんと確保したいけれど、仕事で身動きが取れない。だから私に傍に来てほしいとお願いをしてくれたのだ。

　私のことを気にしていることが伝わってきて嬉しく思った。だけど……

　その話に乗ることはできない。私の体は妊娠初期の不安定な状態で、つわりもだんだん酷くなってきたし飛行機に乗って移動できる状態じゃない。

　その上彼の言う「来てほしい」は、ただの旅行として来てほしいではなく、滞在してほしいという意味だ。彼が日本に帰れるようになるまで、シンガポールで生活をしてほしいということだろう。

『紗和に仕事があるってことも充分に理解しているつもりだけど、このまま、会えないままいるのは不安だ。だから――』

「あのね、蒼生。私……別れたいの」

『……え？』

　話を遮って、私は彼に別れを切り出す。

　今、蒼生は仕事がすごく忙しいし、私のことを構っている場合じゃない。こっちから連絡しても繋がらないことも多いし、不安になることもある。

　かといって、私が彼のもとへ行ける状態でもないし、このまま離れているくらいなら、別れるべきだと考えた。

「私、遠距離とか向いていないみたい。ごめんね、離れている間に他に好きな人ができたんだ」

『嘘だろ？　そんなの……』

「本当。だから、別れてほしいの。ろくに連絡も取れない彼氏とは、続けていけないし、冷めちゃった」

　そのあと、どういうふうに話をしたか、覚えていない。でもやけにすらすらと嘘が出てきて、たくさん彼を傷つけたと思う。

　蒼生は自分の仕事に誇りを持っているし、責任感を持って立派にやっている。恋愛よりも仕事が優先。そんなの当たり前だって分かっているから、ここで別れたほうがいい。

　何度も引き留められたし、なるべく早く日本に帰るから話し合いをしようとも提案されたけど、私は全て受け入れなかった。電話のあと引っ越しの準備を進め、自宅の場所を変え、仕事もつわりが酷くて入院しなければならなくなり退職せざるを得なくなった。スマホも解約して電話番号を変えた。

　こうして、私は蒼生の前から姿を消したのだ。






　そして翌年、私は無事に男の子を出産する。名前は、佑都。

　逆子だったこともあり、帝王切開で出産した。陣痛に長時間苦しむことはなかったものの、傷痕がものすごく痛くて後陣痛に苦しんだ出産だった。

　お腹の下のほうにある傷痕を見るたびに、出産時のことを思い出すし、佑都を愛おしいと感じる。

　佑都は生まれたときから大きくて、おっぱいもたくさん飲んでくれる良い子だ。蒼生によく似た顔をしていて、その顔を見るたびに幸せになる。

　父親似の可愛い息子がたまらなく愛おしい。この子が生きているだけで、私はこんなにも幸せを感じることができる。母親にならなければ、この感情を知ることはなかった。

　だから、この子を絶対に幸せにしてみせる。父親がいなくても寂しい思いをさせない。どんなことがあってもこの子の味方でいるし、一番の理解者になるんだ。

　そう決意して、シングルマザーの道を歩み続けることにした。






「……で、今に至るってわけ」

「へえ……そうだったんですか。女手ひとつで子どもを育てるとなると、水商売が稼げるのか……」

「そうだね。妊娠してから仕事も辞めてしまったし、小さい子どもがいるシングルマザーってなかなか仕事が見つからないから。早く働かないとお金もなくなるし焦っていたから手っ取り早かった」

　一通り桂くんに話して、蒼生のことを久しぶりに思い出した。最近は佑都のことばかり考えているから、過去を振り返る余裕などなかった。

　蒼生は今頃、何をしているんだろう。

　もう日本に帰ってきたかな？　頑張って仕事をしているだろうか。朝はまだあの公園を走っている？　いや、もうさすがにないよね。

「佑都くんは、今……三歳ですか？」

「そうだよー。話すようになって、めちゃくちゃ可愛いの」

　くりんとした大きな目で、まっすぐ私を見つめて「まま」と呼んでくれる。ふっくらとしたぷくぷくの頬に、可愛い口元。赤ちゃんのころは全然髪の毛がなかったのに、今ではしっかりと生えて、サラサラのほんのり茶色の髪色をしている。顔も体も、手足も、話す言葉も行動も全部が可愛い。

「溺愛ですね～」

「そうだね。だから私は仕事を頑張るのみ！」

　佑都が一歳になるまでは、母が健在で育児の手伝いをしてもらっていたものの、持病が悪化して亡くなってしまった。母親は父親と早くに離婚しているので、頼れる家族がいない。

　貯金を切り崩しながら生活をしていたけれど、そう長くは続かない。早くに仕事を見つけなければいけなかったときに、銀座すずらんの求人を見つけて、夜の世界に飛び込んだのだ。

「っていうか、夜って保育園やってるんですか？」

「そうなの。知り合いがやっている無認可保育園を紹介してもらったの。そこはこういう水商売系の人が利用する、夜間保育園なんだ」

　だいたい夕方の六時くらいから準備をし始めるので、五時に佑都を保育園に連れていく。

　七時ごろに出勤して店でドレスに着替える。八時から店がオープンして、零時に閉店。そのあとアフターに行く場合もあるけれど、二時までには保育園に佑都を迎えに行って、自宅に帰って眠る。

　朝はちゃんと起きて、佑都の世話をして夜一緒にいられなかったぶんを、昼間一緒に過ごして補っているのだ。

「わー、超ハード。いつ寝てるんすか？」

「細切れにちょこちょこって感じかな。佑都の昼寝のときに一緒に寝たりとか」

「へえ……すごいですね」

　そうでもしないと一緒に過ごせない。子どもの一年は、本当にいろいろな成長をするし、その一瞬一瞬を見逃したくない。

　だから昼間はなるべく一緒に過ごすようにしている。

「葵さんの元カレ、子どもができたってこと今でも知らないままなんですか？」

「うん、そう。知らない」

「もし再会したらどうするんですか？」

「再会なんてしないよ。私のことなんて、絶対忘れてるって」

　そう笑い飛ばして、桂くんとの話を終了させていたのに――。






　常連客の橘さんの連れとしてやって来た男性が、朝比奈蒼生だった。

　もう二度と会うことはないと思っていたのに、まさかの再会。私たちが座るソファ席には、何とも言い難い空気が流れている。

「朝比奈くん、こちらは葵さん。シエリーの人気のホステスさんで、僕のお気に入りだ」

「初めまして、葵です。よろしくお願いします」

　蒼生の名前からとったこの源氏名を、彼に向かって名乗る日がくるとは。絶対に怪しいと思われているはず。普通、元カレの名前なんて源氏名にしないし避けるはず。

　さっき本名を呼ばれていたのに、何事もなかったかのように初対面のふりをするものだから、彼は鋭い眼差しで私を見据える。

「どうも、朝比奈と申します」

　今まで見たことのないような他人行儀な態度で挨拶をされて、ちょっと傷つく。自分だって知らないふりをして失礼なことをしているのに、蒼生にそうされると悲しくなる。

「朝比奈くんと一緒に飲んだことがなかったからね。今日はゆっくり飲もう」

「ありがとうございます」

　うちの若手のホステスが蒼生の隣に座ってドリンクを作り始める。橘さんがボトルキープしているお酒をグラスに注ぎ、水割りを差し出した。

「初めまして、朝比奈さん。私は瑠奈るなです。よろしくお願いします」

「瑠奈さん、ありがとう」

　若くて華やかな瑠奈からグラスを受け取った蒼生は、優しい笑みを向ける。その爽やかな微笑みに反応して、瑠奈の頬が少し赤くなるのを見逃さなかった。

　きっと蒼生のことを格好いいと思っているに違いない。瑠奈って、若い男性客に目がないからな……。

「じゃあ、乾杯しようか。朝比奈くん、お疲れさま」

「いただきます」

　橘さんと蒼生、私と瑠奈の四人で乾杯して、グラスに口をつける。私は橘さんがオーダーしてくれたアルコールの少ないカクテルを飲んでいる。

　そこからしばらくは、橘さんと蒼生のビジネスの話が続く。ふたりは取引先の関係なのだが、近々に橘さんが経営している会社のコンサルタントを蒼生に依頼する予定らしい。今までも別件で一緒に仕事をしていたそうなので、信頼関係ができあがっているようだ。

　その話が終わると、橘さんは私に話しかけてきた。

「葵ちゃん。彼、いい男だと思わない？　まだ結婚していないんだ。狙い目だよ～」

「そ、そうなんですか」

「そうそう。僕に言わないだけで、実はいい人がいるのかな～？」

　ビジネス上の付き合いはあるものの、腹を割ったプライベートな話はしていないようで、橘さんは蒼生が独身であること以外は知らないようだ。一方の蒼生は、表情は変えないものの、こんな話題になって少し困惑しているように見えた。

「朝比奈さんは、見た目もさることながらお仕事もできて素晴らしい方でしょうし、特別な人がいらっしゃいますよ。きっと」

「そうだよね、恋人いるよね」

　いい大人だし新しい彼女がいるだろう、と踏まえて橘さんに話を合わせると、蒼生はグラスに入っていたウィスキーをくいっと飲み干してテーブルの上に置いた。

「恋人はいません。女性に対していい印象がないので、恋愛したいと思わないです」

　きっぱりとそう言い放った蒼生のほうに顔を向けると、鋭い眼差しで私を見つめていた。まるで、私に当てつけているように受け取れて、胸がざわつく。

「昔、僕が仕事で海外に行っている間に、他の男に恋人を取られてしまったんです。酷いですよね」

　それって、私のことを言ってる……よね？

　結局話し合いもせず一方的に別れを告げたことを未だに根に持っているようだ。でもあのとき、顔を合わせてしまったら、妊娠したことを話してしまいそうだったから会えなかったのだ。

　でも四年も前の話だし、さすがにもう気にしていないよね……？

　久しぶりに再会したから、あのときに言えなかった文句を今言っているだけだろう。

「それは酷いです。こっちは仕事だっていうのにねぇ！　朝比奈さん、そんな女忘れましょう」

　一瞬張りつめた空気だったのを、瑠奈がフォローにまわる。お酒の場ではよくあることだ。

「朝比奈さんにそんな思いをさせるような女、きっと不幸になってますよ」

　ははは、と瑠奈が放った言葉に、グサッと胸を刺される。

　べ、別に私は不幸じゃないし。確かにシングルマザーとして生活は大変だけど、佑都がいるから幸せだし。今の生活に満足しているし、後悔もない。

　ただ……寄り添う人がいないから、たまに寂しくはなるけれど。

「きっといい人が現れるよ。朝比奈くん、いい男だもの」

　橘さんの言葉で、場の空気が柔らかくなった。お酒に酔った橘さんは、柔らかい表情になってにへらと笑う。その可愛いおじさんの笑みに、私たちも一緒に顔が緩む。

「結婚はいいよ。大好きな奥さんが家にいて、美味しいご飯を作ってくれる。子どもはいくつになっても可愛いし、家に帰ってほっとした瞬間、生きていてよかったなって思う」

「そうですね」

　そのあと、橘さんの話が続き、この話は流れたけれど。

　私は蒼生のほうを見ることができなかった。他人のふりをして、接客を全うしたのだった。

「今日はありがとうございました」

　橘さんと朝比奈さんを見送るため、私と瑠奈はビルの出口まで一緒に歩く。タクシーに乗り手を振る橘さんに別れを告げると、瑠奈は次の指名があるので先に中へ戻っていった。

　うわ……。蒼生とふたりきりだ。マズいな。

　店の忙しい時間帯なので、ボーイたちも中に入ってしまっている。次のタクシーがビルの前に到着して、後部座席の扉を開けるまで、気まずい時間が流れる。

「紗和」

　本名を呼ばれて、やっぱり私だと気づいていたのだと再確認した。

　ビクッと体を揺らして、何を言われるのだろうと怯える。

「なんでこんなところで働いているんだ？」

「……え、っと」

　最初に名前を呼ばれたときに何も反応しなかったから、誤魔化せたかと思ったのに無理だった。

「ＯＬだったはずなのに、どうして水商売をしているんだ？　何かあったのか？」

　四年前は普通のＯＬで企業に勤めて昼間に働いていた。あのころ、仕事帰りにデートもしていたから、ＯＬだったことは間違いない。

「別に、何も」

「何もなく夜の仕事に変わらないだろう。お金が必要で、こういう仕事をしているのか？」

「違うよ。接客業が好きなだけ。お酒も好きだし」

「嘘つくなよ。お酒なんて、全然飲めなかったじゃないか」

　確かに昔は全然飲めなかった。飲んだらすぐに酔うし、顔が赤くなるから飲まないようにしていた。でも今は飲まないといけない職業だから、無理矢理飲むうちに、それなりに飲めるようになった。

　下手な言い訳を並べて反論していると、タクシーの運転手が「早く乗ってほしい」と目で合図を送ってきた。

「さ、早く乗って。今日はありがとうございました」

「紗和……！」

　まだ話は終わっていない、と蒼生の手が私の腕を掴んだ。懐かしい彼の手を見て、胸が大きく鳴る。

　蒼生の手だ。色気のある男らしいその手が大好きだった。今でも変わらずあのころのままだから、反応せずにはいられない。

「紗和。俺――」

　蒼生が何かを言い出しそうになったとき、背後から私の名前を呼ぶ声がした。

「葵さーん、そろそろお店に戻りましょうか」

「はーい、すぐ行きます」

　ボーイの桂くんが私たちのもとへ近づいてくる。なかなか戻ってこない私を心配して、様子を見に来たのだろう。

「また来ます」

　早く戻らないといけないことを察した蒼生は、私にそう言い残してタクシーに乗り込んだ。

　蒼生を乗せたタクシーが発進し、見えなくなるまで見送っていると、桂くんが私の隣に近寄ってきた。

「大丈夫でした？　今、腕を掴まれていませんでしたか？」

「うん、大丈夫……。っていうか、今日話していた元カレ……あの人」

「……え？　えっ……ええええーーーーっ!!」

　腰を抜かしそうになる桂くんを見て、私は大きなため息をつく。

「なんでっ……元カレが、ここに……？」

「分かんない。もう二度と会わないと思っていたのに……まさかの再会だわ」

　あわわわ、と驚愕している桂くんを残して、私は踵を返してビルのエレベーターに向かって歩き出した。

　また来るって言っていたけど……本気じゃないよね。

　ただの社交辞令だと気にしないようにすることにした。いや、そうでもしないと心臓がざわついて落ち着かない夜だった。

















２　新しい客












　急に元カレと再会した夜。

　驚きが大きかったけど、激しく心が揺さぶられた。

　大好きだった人が目の前にいる。ずっと会いたかった人がすぐそこにいる。

　私のことを見て、話しかけている。

　それが嬉しくて、気を抜いたら泣いてしまいそうだった。でも、そんなこと絶対に言えない。そんな素振り、絶対に見せられない。

　だって私は、蒼生と別れたのだから。

「ままー、おなか、しゅいたー」

　佑都の声がして、勢いよく目を開く。そしてすぐに体を起こして、今何時か枕元に置いてあるスマホを手に取った。

「朝、六時……」

「ままー、おきた」

　遮光性のない薄いカーテンからは、朝の光がたっぷりと入ってくるので、いつも佑都は早起きだ。昨夜のお酒が残っている私の体は重だるく、勢いよく体を起こしたものだから頭痛が酷い。

「おはよ、佑都」

「おはよー。まま、かみのけ、くちゃくちゃ」

　昨日は元カレの蒼生が来たということで、閉店後に京子ママと少し飲んだせいで、帰ってきたのが二時ごろだった。すやすやと熟睡する佑都を家まで運び、メイクも落とさずお風呂も入らずに眠ってしまったから、顔も髪もボロボロだ。

「あー、ごめん。汚いよね」

「だいじょぶ。まま、かあいーよ」

　にこっと笑ってくれる佑都の顔が、昨日再会した蒼生とかぶる。ほんと、彼によく似ている。だから余計にすごく愛おしくてたまらない。

「朝ごはん作るね」

「やったー」

　二日酔いで胃がむかむかするけれど、お腹をすかせた我が子に朝食を作るため、布団をたたみ始める。

　私と佑都の住むアパートは、築三十五年の１ＬＤＫ。敷き布団を片付けないと、佑都が遊ぶスペースさえ確保できない狭い家だ。玄関のすぐ傍にある小さなキッチンで朝ごはんを作り始めた。

　今日のメニューは、おにぎりと卵焼きとソーセージ。プレート皿に載せてテーブルに差し出すと、佑都は嬉しそうにそれをはむはむと食べ始めた。

　私はまだ二日酔い気味なので、お水を飲んで胃を落ち着ける。

「まま、きょうは、こうえんいこうね」

「え……っ」

「きのう、やくそくしたでしょ？」

　そうだった。熱が下がって、元気になったら行こうねと約束していた。昨日はまだ病み上がりだからだめだと言ったら「明日は？」と聞かれた。つい軽く「いいよ」と返事したことを覚えていたらしい。

「ね、いこうよ」

「うん……分かった。約束だもんね」

　洗濯物を干したら、公園に行こうと腹をくくる。家でやりたいこともあったけれど、楽しみにして胸を膨らませている佑都の顔を見ていると断れない。

「じゃあ、まずはご飯を全部食べてね」

「はーい」

　というわけで、今日は朝から家事を済ませて、お昼前には公園へ向かうことになった。家から近い小さな公園ではなく、佑都が望むのは少し離れたところにある大きな公園だ。

　芝生でくつろげるスペースもあるし、大きな滑り台やブランコ、ジャングルジムがある。広々としていて、思いっきり走り回れるからお気に入りの公園だ。

　大きな木の下にレジャーシートを敷いて、私たちはそこに荷物を置く。お弁当を作ってきたから、今日のランチはここで取ろうと思う。

「じゃあ、何からやる？」

「しゅべりだい！」

「よーし、やろう！」

　小さな滑り台と大きな滑り台とふたつあるのだけど、佑都は大きい滑り台へ一目散に駆けていく。昔は小さいほうしか乗れなかったのに、今では大きいほうを一人で滑れるようになった。

「うんしょ、うんしょ」

　階段をひとつずつ上って、一番上に向かっていく。親としては、落ちてしまわないかハラハラするものの、下から見守ることしかできない。

「大丈夫？　ゆっくりね」

「だいじょぶだよ！　ゆうと、へいきだもん」

「気をつけてね」

　一番上に到着すると、手すりを掴んで下にいる私に手を振ってくる。ここまで一人で登れたよ、と嬉しそうに笑っているのが可愛い。

「ままー！」

「はーい。見えてるよ。すごいね！」

　お互いに手を振り合ったあと、佑都は滑るために座り、スタンバイする。何度も滑っているから、慣れた様子で滑り始めた。

「きゃー」

　風を切って上から滑ってくる佑都は、きゃっきゃと笑いながら下りてくる。そして一番下まで来ると、上手に着地した。

「上手だったね」

「うん、もういっかい！」

　そうしてもう一度滑り台の階段に向かって、同じことを繰り返す。これが何度も続いて、満足がいくまでやり続けるのだ。

　そのあとも、公園にある遊具の全てを遊び尽くし、ランチタイムとなった。ふたりで並んで座ってお弁当を食べて、しばしの休憩。お昼を過ぎると眠たくなってくる佑都は、次第に機嫌が悪くなり始める。

「やだ、まだかえらない」

「ダメだよ。お昼寝の時間だもん。佑都、眠いんでしょ？」

「ねむくない。まだあそぶの」

　そうは言うけれど、きっと眠いはず。眠たいけれど遊びたいと思っている佑都は、帰らないと駄々をこね始めてしまった。

　意地を張りだすと聞かない性格だから、ある程度満足するまでやらないと納得しない。だったら、代替案を考える。

「じゃあ何がやりたい？」

「うーん、おにごっこ」

「分かった。じゃあ、ママが鬼をやるから、佑都は逃げてね。ちゃんと荷物も持っていくからね。おうちまで上手に逃げられるかな？　よーい、スタート！」

　小さなリュックを背負わせて、佑都にも荷物を持ってもらいながら、私たちは帰り道で鬼ごっこをすることにした。車に気をつけながら、佑都を追いかける感じで何とか帰ることに成功した。

「疲れた……」

　家の近くになったころ、「つかれた、だっこ」と言われてしまい、最終的には抱っこをして歩くことになった。眠たくなっている佑都の体はぬくぬくで熱くなっているし、半分寝かけているから重たい。

　私もお弁当やレジャーシートを入れたリュックを背負っているので、前も後ろも重くて。こういうとき、誰かの手を借りられたらいいのになと思う。

　まぁ、そんなの無理だから、一人でやるしかないんだけど。






　それからしばらく佑都がお昼寝をしている間に家事を済ませて、保育園に行く準備を進める。五時には保育園に預け、仕事モードに切り替える。

　今日は常連客の一人と同伴出勤。早めに支度をしてレストランで食事をしてからシエリーに向かった。

　すでにオープンしている店にお客様と共に入店すると、準備されていたテーブルへとつく。このお客様は、磯野いそのさんといって大学病院の内科医をしている四十代の男性だ。独身だから一人で飲むのが寂しいという理由で、私を話し相手として指名してくれる人だ。

「最近、飲みすぎなのか、胃の調子が悪くて……」

「そうなんだ？　定期的に健康診断は受けたほうがいいよ。若くても病気が見つかることがあるから」

「そうなんですか。どうしても不規則な生活なんで、体調がよくないんですよ」

　などと、他愛もない話をしているのだけど。ふと顔を上げたときに桂くんからの視線に気づく。

　何か私に伝えたいことがありそうな眼差しだと気づき、私はお手洗いへと席を立つ。

　するとすぐさま桂くんが私のもとへやって来た。

「葵さん、あの……っ、大変なことになっています」

「何、どうしたの？」

「葵さんの元カレ、今日も来ています……！」

「ええっ……」

　嘘でしょ？　昨日会ったばかりなのに、今日も？

　一体どういうこと、と桂くんに質問する。

「仕事の人と一緒に来てるの？　別の人もこの店を利用する人だったとか？」

「いや……おひとりです。葵さんの指名をされていまして……」

「えええ……」

　それって、私に会いに来たってことだよね。

　逃げられない状況に狼狽えてしまう。でも仕方ない、相手はお金を払ってこの店に来て、サービスを受けようとしているのだ。逃げるわけにはいかない。

「じゃあ、あとから行く」

「お願いします……。今は瑠奈さんがついていますが、全然話が盛り上がっていないみたいです」

　昨日も会っていたからという理由で、瑠奈がテーブルについているようだけど、蒼生は必要最低限の会話をするだけらしい。

　桂くんと話していると、その背後に京子ママがやって来た。今日も美しい着物姿でうっとりしてしまう。びしっと決まった夜会巻きがよく似合う。

「何をコソコソ話してるの？　トラブルでもあった？」

「京子ママ……！」

　私と桂くんが真剣に内緒話をしているのに気がついたようで、何事かと聞いてきた。京子ママは私のことを知り尽くしている人なので正直に状況を説明した。

「……というわけなんです。元カレが来るなんて、申し訳ありません」

「そうなの、あれが噂の元カレ？　いい男～！」

「京子ママ……」

「もしかして復縁希望なんじゃないの？　葵ちゃん、やるわね。再会したら燃え上がっちゃったのかしら」

「そんなんじゃありませんよ、きっと」

「そうかしら。うふふ……あとで私も挨拶に行こうーっと」

　喜々として話す京子ママはすごく楽しそう。他人の修羅場を楽しまないで……と心の中でツッコむ。

　離れた場所で私が来るのを待っている蒼生の視線をビリビリと感じる。

　ちらっと振り返ってみると、ちょっと睨んで……る？　ふうな鋭い眼差し。不機嫌極まりない。

　な、なんであんなに機嫌が悪いんだろう。付き合っているときに、あんな顔見たことなかったけど……。

　何か嫌なことがあって、聞いてほしい話があるのだろうか。とはいえ、目の前のお客様をないがしろにするわけにもいかず、しばらくその時間が続いた。

　そしてやっと席を離れられたので、蒼生の待つテーブルに向かう。私がやって来ると、瑠奈はほっとした表情を浮かべて、入れ違いに席を離れていった。

　普通ならそのままヘルプとしてテーブルに残ることが多いのに、よほど離れたかったのだろう。蒼生とふたりきりの時間が始まる。

「……いらっしゃいませ。今日はどうされました？」

「接客なんてしなくていい。普通に話して」

「あ、うん……」

　ピリついた雰囲気に、思わず息を呑む。

「朝比奈さんは、こういう店よく行くの？」

「行かない」

「そう、なんだ……」

　よく利用しないのに、なぜここに来たの？　やっぱり、私に用があって来たってこと？

　蒼生がどう話すのか窺いながら、私はテーブルの上にあるウィスキーのボトルに手を伸ばす。

「紗和。昨日も聞いたけど、どうしてこんなところで働いているんだ？」

「え……？」

「前は、普通に昼の仕事をしていたはずなのに、どうして？　仕事を辞めたのか？」

　確かに、蒼生が不思議に思うのも無理はない。蒼生と付き合っていたときは、それなりの企業に勤めていたし、生活も安定していた。なぜその生活を手放して、夜の仕事を始めたのか気になるのだろう。

「うん、辞めたよ。今は、この仕事だけ」

「お金が必要だから、この仕事になったのか？　何か困っていることがあるのか？」

「困っていることは、別に――」

「ないわけないだろ。そうじゃなきゃ、おかしい」

　確かに生活に余裕があるわけじゃないし、お金に困っていないと言ったら嘘になる。でもそれを蒼生に相談するわけにもいかない。彼に内緒で子どもを産んだことがバレてしまう。

「別に何もないよ。気にしすぎ」

　そう笑って誤魔化すけれど、蒼生は納得していないようで、私のほうをじっと見つめてくる。そのまっすぐな瞳から逃げるように視線を手元にずらす。

　蒼生の飲んでいたグラスにアイスを入れて、ウィスキーとお水を足す。手際よくお酒を作っていると、急に手を掴まれた。

「何か困っていることがあるなら、俺に相談して。力になるから」

「別に、本当に何もないよ」

「もしかして、男にお金を渡しているとか？　彼氏が水商売の同業者なんじゃ……」

　それって、男に貢いでいるんじゃないかってこと？

　確かに夜の世界で働く人の中には、ホスト好きで貢ぐために自分もこの業界に来たっていう人もいるけれど。まさか、私もそれだと思われているなんて。

　彼の手をそっと離して、グラスをコースターの上に置く。

「違うよ」

「じゃあ、どうして？」

「私にも、いろいろあるの。それより朝比奈さんは、もう日本に帰ってきたんだね」

　これ以上私のことを追及されたくなくて、話をすり替える。四年前は海外の仕事で忙しそうだったし、あのままシンガポールに残って仕事をする感じの雰囲気に見えていた。

　きっとしばらくは海外にいるのだろうと思っていた。

「あれから一年ぐらいは忙しかったけど、今は帰ってきて日本で仕事をしてるよ。現地に行かなくても日本から指示ができるように、関係を構築したから」

「そうなんだ」

「紗和は今、どこに住んでるの？　ずいぶん前から前の家にはいないよな？」

　ずいぶん前から、という言葉に引っかかる。私の住んでいたマンションを訪ねたってことだろうか。もしかして、捜されていた？

　いやいや、まさか。そんなはずはない。別れてからずいぶん経っているし、私のことを気にしていたなんてないだろう。自意識過剰になるのはよそう。

「まぁ、適当に、ここから少し離れたところ」

「どこか教えてくれないの？　俺が客だから？」

「……そうだね」

　昨日と打って変わって、今日の蒼生は積極的に質問してくる。ふたりきりだからそうなるのだろうと思い、フロアにいる桂くんに目配せをする。

　きっと私の表情を汲み取って、別の女性を呼んでくれるに違いない。

「今、付き合っている奴はいるの？　もし、いないなら……」

　蒼生の言葉を聞いて、鼓動が速くなる。いないなら――何？　その先は何と言うつもりなの？

　期待しそうになるけど、だめだと自分に言い聞かせる。そんなわけない、そんな都合のいいことは言われないってば。

「いらっしゃいませ～～！　この店のママをしております、京子でーす」

　緊迫したムードから一転、京子ママの明るい声で、ドキドキ感が吹っ飛んだ。私と反対側に座った京子ママは、蒼生の顔をまじまじと見つめる。

「はい、私の名刺です。葵ちゃんのこと、気に入ってくださったみたいで……ありがとうございます」

「どうも……」

　京子ママの勢いに押される蒼生は、顔を引きつらせながら愛想笑いを浮かべる。京子ママの登場でほっとしたけど、ちょっとだけさっきの話の続きも気になった。

　しかし、逃げ場を失ったら流されてしまいそうだったから、これでよかったのだろう。

「葵ちゃんは、とーってもいい子で可愛いから、たくさんのお客様から人気なんですよ。葵ちゃんの誕生日パーティなんて、お店の中がプレゼントとお花でいっぱいになるくらいだもんね」

「ママ……！」

　そんな話を聞いても、嫌味にしか聞こえないし、不快に思うのではないかと制止する。案の定、蒼生は「へえ、そうなんですか」と笑顔で聞いているものの、どことなく怒っているようなオーラを感じる。……気のせい？

「なので、これからも葵ちゃんをよろしくお願いしますね」

　京子ママ、もしかしてそれとなく蒼生を牽制してる？

　蒼生が元カレだと知っているから、過去の私とはもう違うのだから離れなさいと遠まわしに伝えているように感じる。蒼生だって鈍感じゃないから、それを汲み取っているはずだ。

　それなのに――。

「はい。彼女の一番の客になれるよう、たくさん貢ぎたいと思います」

「朝比奈さん……!?」

　逆に彼を刺激したみたいで、より積極的になってしまった。その様子を見て、京子ママは楽しそうに笑う。

　数時間シエリーで過ごした蒼生を見送るために、京子ママと私はビルの下まで降りる。タクシーに乗り込む彼を見送り見えなくなったところで、京子ママが私に抱きついてきた。

「元カレやば～～～～い！　あれ、絶対よりを戻したい感じだよね??」

「もう、京子ママ。酔ってるでしょー」

「うん、酔ってる！　だって、こんなに面白いことが起きてたら、たくさん飲んじゃうよ」

　酔っぱらって呂律が怪しい京子ママに呆れながら、これからどうしよう、と頭を抱える。

　これからも客として通うから、と電話番号の交換を迫られた。私たちホステスは、お客様に営業をするために番号交換は必須だ。それを断るなんてできない。

「また好きになっちゃうんじゃない？　だって、子どもの父親なんでしょ？」

「そうですけど、もうやり直すことはないです」

　別れたあとに勝手に子どもを産んでいたなんてバレたら、迷惑に思われるに違いない。最悪、親権争いに発展してしまう可能性だってある。

「私には、佑都だけいればいいので」

　旦那はいらない。自分一人で佑都を育てる。佑都がいれば、それ以外は何も望まない。

　私の人生は佑都に捧げると決めたのだ。そうやって今まで一人で頑張ってきた。

　だから、もう彼とはやり直さない。

　そう固く決意をして、蒼生のことはお客様として割り切ることにした。

















３　突然の事故












　蒼生と再会して一ヵ月。

【おはよう、今日は何時から空いてる？】

　数時間前まで一緒にいたのに、朝になるとそのメッセージがやってくる。夜の店には全く興味がないと言っていたはずなのに、私を指名するために頻繁に顔を出す。

　私の予定が空いていれば、同伴を希望するし、アフターも希望してくる。とにかく私の時間を確保しようとしてくる姿勢に、だんだん絆されていく感じがしていた。

　一緒に飲んでいると、友達みたいな感覚で楽しい。同伴をすると、素敵なレストランに連れていってくれて好きな人とデートしているみたい。アフターに行くと、静かなバーで恋人みたいな距離感で恋愛の駆け引きをしているみたいなドキドキ感がある。

　どのシーンを切り取っても魅力的で、また彼に惹かれていく自分を制御できない。彼のペースに呑み込まれていく感じだ。

「どうして私に会いに来るの？」と聞くと、「一緒に飲みたいから」と返事がくる。私と同じように一緒にいて心地いいと思っているから、会いに来るの？　友達として？

　それとも、別の感情があるの……？

　と、いろいろ考えてみるけど、答えは出ない。それに、そんなことを聞く勇気もない。

　もし聞いて、期待しているような返事がこなかったら、ショックを受けてしまうから。






　今日は金曜日。

　今日飲みに来ると連絡がきていたお客様が多いので、忙しい日になるだろうと覚悟していた。案の定、店がオープンすると団体の常連客や、私のお客様が何名も来店して忙しくしていた。

　そんな中、いつもなら来るはずの蒼生の姿がないことに気づく。週末は必ず顔を出していた彼が来ないから、少し気になってしまう。

「いたたた……」

「大丈夫？　お酒は控えないといけないよ」

　常連の磯野さんのテーブルについていると、薄々気になっていた胃痛が酷くなる。お酒ばかり飲む生活だから、胃が荒れていることが多い。市販の薬を飲むと収まるから放っているのだけど。

「はい、お水」

「ありがとうございます」

「市販薬ばかり飲まずに、うちの病院に診察においで。内視鏡検査もすること」

「内視鏡検査？」

「そう、胃カメラのこと」

「ええ……胃カメラですか。ハードル高いな」

「ちゃんとしないとダメだよ」

　はは、と苦笑しながら、常温の水で薬を飲む。すっとした飲み心地で、プラセボ効果なのか飲んだらすぐにマシになった気になった。

「今日は、あの人来ていないんだね」

「あの人って？」

「僕と葵ちゃんが一緒のテーブルにいると、嫉妬していた青年。きっと君のことが好きだよね、彼は」

　表情には出ていないけれど視線を感じるという磯野さんは、蒼生のことを楽しそうに話す。

「気を悪くされましたか？　すみません。あの方とは、そういう関係じゃないんです。昔の知り合いというか……」

「気を悪くしていないよ。素敵な男性だと思って見ていたんだ。ああいうまっすぐな男性となら、葵ちゃんも幸せになれそうだなって」

「いやいやいや……」

　磯野さんにまでそんなふうに思われているなんて、と恥ずかしくなる。蒼生ってば、仕事中の私のことを見ているの？

　確かに同じ空間にいるのだから、気にはなるだろうけど。

「葵ちゃんは、どう思っているの？　本当に何もないの？」

「ないですよ、本当に」

「おじさんは、若者の恋愛話に興味があったんだけどな。はは」

　磯野さんに核心をつくような話題を振られて、内心ドキドキしていた。自分で自覚している以上に私は蒼生のことを意識している。嫌いで別れたわけじゃないし、彼の子どもを内緒で産むほど好きだった相手だ。

　再会してからふたりの距離が近くなって、一緒に過ごす時間が増えていくたびに、気持ちは膨らむばかりで。こうして改めて聞かれると、自分の気持ちを再確認してしまうから困る。

「とにかく、今月中に検査に来ること。約束だよ」

「分かりました」

　磯野さんは消化器を専門にしている医師だそうで、早急に検査に来るようにと念押しされた。正直、内視鏡検査なんて乗り気になれないけれど、胃の不調を考えると一度受診しておくべきだと思う。

　昔、会社勤めをしていたときは、年に一度健康診断を受けていた。そのときには何も悪いところがなかったが、数年経ったので今は分からない。

　そういうわけで、折を見て病院に行こうと考えていた。






　――それから二日後。

　いつものように朝から佑都と一緒に出かけて、お昼ご飯の食材を買いにスーパーへ向かっていた。

　その道中にある、横断歩道を渡ろうとしていたら、前方不注意の車が突っ込んできた。急いでブレーキを踏んだのだろうけれど、私たちを避けきれず接触する。

　驚いた私たちは道路に転倒してしまった。

「佑都……っ！」

　痛みや衝撃はあったものの、真っ先に佑都を探す。周囲を確認して、少し先に横たわっている佑都に駆け寄った。

「大丈夫？　佑都、返事して」

「う……。て、いたい……」

　意識はあるけれど、頬や腕、足に大きな擦り傷がある。きゅっと目を瞑って悶えるような痛みを抱えているような様子を見て、近くにいる人に救急車の要請を頼んだ。加害者の運転手は狼狽しながら、警察に連絡しているのが見える。

　どうしよう、どうしよう。佑都に何かあったら……。

　そう思うと不安で押しつぶされそうになるけれど、私がしっかりしなければと自分を奮い立たせる。

「佑都、ママが傍にいるからね。一緒に病院に行こうね」

「うん……。まま……」

　大泣きできないほど痛いのか、ぐったりとしている佑都を抱き締めながら救急車を待った。それからすぐに救急車と警察が到着し、私たち被害者は病院に運ばれることになった。

「佑都くん、左腕を骨折していますね。全治一ヵ月というところです。お母さんは幸い擦り傷だけでしたが……後から痛みが出てくることがあるので、注意しておいてください」

「はい……」

　佑都が左手を骨折した。手術はしなくてもいいとのことだったけど、小さな体にギプスを巻かれている痛々しい姿を見て悲しい気持ちになる。頭や他の部分には何もなかったから、とりあえずはよかった。

　入院はしなくていいものの、日常生活に支障をきたすためしばらく保育園に行くことができないだろう。この状態で先生に預けるわけにはいかない。

「仕事……休まなきゃ」

　スタッフに余裕がないのに休んでしまうことに申し訳なく思いつつも、佑都を放っておけない。苦渋の決断をして京子ママに電話をかける。

『……そうだったの。大変だったわね。ふたりとも大丈夫？』

「佑都の骨折だけで、それ以外は大丈夫でした」

『こっちのことは気にしないで、佑都くんについていてあげて。もしまた復帰できるようになったら連絡して』

「分かりました。本当にすみません」

　京子ママは私たちを心配して、出勤できないことを咎めることをしなかった。その寛大な対応に感謝する。それから自分の顧客に連絡をして、しばらく出勤できないことを伝えた。

　さすがに子どもが怪我したなんて言えないので、私が怪我をしたことにしておく。

　蒼生については悩んだ。でも今は私のお客様なので連絡することにした。

　佑都と一緒に家に帰り、彼の仕事が終わるころを見計らって連絡しようと思っていたのだが、向こうから先に電話がかかってきた。

「もしもし」

『紗和……っ、事故に遭ったって本当か？』

「あ、うん」

　壁掛け時計を見てみると、八時を回っていた。もしかして今、店に顔を出したのかもしれない。店の誰かから事故のことを聞いて慌てて電話をかけてきた様子だ。

　いつもの余裕のある蒼生とは打って変わって、動揺しているのが声から伝わってくる。

『今、店に行ったら紗和が事故に遭ったって聞いて……大丈夫なのか？』

「うん、まぁ……。とりあえずしばらくは店を休むことにした」

『それって、怪我をしているってことだよな？　大丈夫じゃないだろう』

「本当に大丈夫だから。心配しないで」

　今すぐ飛んでここまで来そうな雰囲気を感じながら、とりあえず落ち着くように促す。もし私を訪ねて来られたら佑都と鉢合わせてしまうので、絶対に知られてはならない。

『そうか。どこの病院に行ったんだ？』

「えーっと、青葉総合病院だよ」

　と、さらっと病院名を言ってしまったことにハッとする。もしかして診察時間に合わせて病院に来るつもりじゃ……と不安になるけれど、まさかそんなことはないだろう。彼も仕事で忙しいし、私を待つなんてことはしないはず。

『もし何か困ったことがあったら連絡して。すぐに行くから』

「う、うん……。ありがとう、じゃあね」

　すぐに行くから、と言われて鼓動が速くなっていることに気づいた。再会したときもそうだ。困ったことがあるなら力になりたいと言っていた。そんなふうに寄り添うような言葉をくれるたびに、嬉しくなるし頼もしさを感じる。

　もし私が頼ったら蒼生は口先だけじゃなくて、本当に力になってくれるだろうし、何でもしようとするに違いない。彼はそういう人なのだ。

　だけどその気持ちだけで充分。それを真に受けるなんてことはしない。

　きっとこんなふうに優しい言葉をかけてくれるのは、私が独身の女性だと思っているからだ。シングルマザーで子どもを育てていると知ったら対応が違うはず。

「ままー、はんばーぐたべたい！」

「はいはーい」

　佑都の言葉にハッとして、慌てて夕飯の支度にとりかかる。

　佑都は夜になっても、ずっと私が一緒にいることに大喜びしてはしゃいでいる。さっきまで痛いと泣いていたことが嘘のよう。献身的に介護していることに甘えて、私にじゃれついてくる。

　毎日寂しい思いをさせていたんだな、と反省しながら、今のこの時間を大切にしようとたくさん甘えさせてあげることにした。

















４　会いたい……　～蒼生ｓｉｄｅ～












　最近、足繁く通っている高級クラブシエリーに到着すると、京子ママが俺のほうへやって来た。

「朝比奈さん。せっかく来てくださったのにごめんなさい。葵ちゃんから連絡いってる？」

「いいえ……」

「実は葵ちゃん、交通事故に遭ってしまって、しばらくお休みなの」

「ええ……っ!?　大丈夫なんですか？」

「どんな状態かあまり詳しく聞いていないから分からないの。でもお店があるから、私も様子を見に行けていなくて」

　紗和が交通事故に遭った？　大丈夫なのか、と不安になる。

　どういう状況で？　どんな相手と？

　しばらく出勤できないってことは、怪我をしているということだろう。

「入院していないんですか？」

「そうね。家にいるみたいな感じだったわ」

「葵さんはこの近くに住んでいるんですよね？」

「そうそう。星の上公園の近く……って、あら。それ以上は秘密だった。ごめんなさいね～」

　星の上公園といえば、駅の近くにある小さな公園だ。確かにこの店から近いといえば近い。それにしても京子ママは、どうして紗和の家の場所を話したのだろう。普通なら、客にスタッフの家の場所など話さないはずだ。口を滑らせたというよりは、わざと話したような口ぶりに思えたが。

「今日はどうされます？　他の女の子ならいますけど」

「今日は失礼します。葵さんに会いに来たので」

「ですよね～。じゃあ、またのご来店をお待ちしていますね」

「ありがとうございます、失礼します」

「はーい」

　ひらひらと手を振る京子ママに見送られて、俺はビルのエレベーターに乗り込む。

　紗和が事故に遭ったと聞いて、いてもたってもいられなくなり、ビルの前で紗和に電話をかけた。電話の声は元気な様子だったが、怪我をして不自由な状態になっているかもしれない。一目見ないと気が済まないし、落ち着かない。

「くそ……」

　こんなとき、俺が恋人だったら。

　すぐに会いに行って様子を見ることができるのに。そんな関係じゃないから、電話で状況を聞くくらいしかできないでいる。友達でもない、ただの店員と客の間柄だから、家の場所さえ教えてもらえない。

「紗和……」

　通話の切れたスマホを眺めて、ため息交じりに独り言ちる。

　俺たちは、どうしてこんなふうになってしまったのだろう。






　――四年前、俺たちは恋人同士だった。

　家の近所にある公園でランニングをしているときに知り合い、少しずつ仲良くなって恋人になった。

　共通の趣味があって仲良くなったから、紗和と一緒にいるとすごく居心地がよかったし、肩書きや職業で俺を見ているのではなく、朝比奈蒼生という一人の男性として気に入ってくれていると実感できた。

　紗和のことが大切で、ずっと一緒にいたいと思っていたのに――。

　当時、シンガポールで設立した会社の運営に難航していて、向こうへしばらく行かないといけなくなった。仕事に追われていて、日本にいる紗和のことを充分に構えなかった。

　まだ日本に帰れそうになく、このままでは離れ離れになったままだ。結婚も視野に入れて現地に呼び寄せようとしたところ、彼女から別れを告げられてしまった。

「私……別れたいの。私、遠距離とか向いていないみたい。ごめんね、離れている間に他に好きな人ができたんだ」

　そう言われた瞬間、目の前が真っ暗になった。

　何度も引き留めて考え直してほしいと言ったが、彼女は俺の意見を受け入れず、別れると譲らなかった。

　今すぐに日本に戻って、紗和と話し合いをしたいと思ったが、仕事を放って現地を離れるわけにもいかず、帰国できたのは、それから二ヵ月後のことだった。

　何度も電話をかけていたが出てもらえず、しばらくすると、この電話番号は解約しているというアナウンスが流れるようになった。

　よほど、俺と連絡を絶ちたかったのか。他に好きな男ができたと言っていたが、それは俺と別れる口実に言っているのではないかと思っていたのに――本当なのか？

　まさかそんなはずはないと思いたいが、こうして連絡先が途絶えてしまったことを考えるとそうなのかもしれない。

　でも、もう一度会って話したいと思う。ちゃんとお互い話して納得して別れたい――。そう思って紗和の住んでいるマンションに向かって家を訪ねてみたが、別の住人がいて、紗和はすでに引っ越したあとのようだった。

　存在していなかったかのように姿を消してしまったことに驚き、彼女の勤め先にも問い合わせしてみたが、退職していると告げられてしまった。

「そんな……」

　もうこんなに好きになれる人はいないと思うほど、紗和のことを大切に思っていた。これ以上素敵な人はいないと確信していた相手だったのに、離れた間にいなくなってしまった。

　確かに放っていたのは俺だ。俺が彼女を寂しくさせてしまったのだろうし、原因は俺にある。他の男を好きになってしまったのも、俺に魅力が足りなかったから。

　頭では理解しようと思うのに、もう紗和と会えない現実を受け止めきれずにいた。

　やっと見つけた大切な人だったのに。

　自分のせいで去ってしまったことを責めるけれど、紗和はもういない。その大きな喪失感を味わいながら数年が経ち、俺は今まで以上に仕事に打ち込んでいった。

　それから四年後の現在。

　取引先の社長に呼び出され、銀座にある高級クラブに訪れることになった。正直、こういう店は好きじゃないし気が進まない。

　しかしいつも断っていると相手の機嫌を損ねることになりかねないと、一度立ち寄ることにした。先に入店していると聞いていたので、指定された店に向かった。

　小奇麗なビルの上階に到着し、ｃｉｅｌｙと書かれた扉を開くと、しっとりとした大人の雰囲気が漂っていた。

「いらっしゃいませ」

「先に入店している橘さんの連れです。案内してもらえますか？」

「承知いたしました、どうぞ」

　ボーイに案内され、店内に進む。各テーブルに座る女性たちの年代を見ると様々で、若くて可愛い感じの子もいれば、着物を着た落ち着いた感じの大人の女性もいる。どの女性を見ても上品さが漂う。

　橘さんが気に入る店だけあって、こういった類の安物の店と格が違うと感じた。

「あ、朝比奈くん、こっちだよ」

　奥のソファ席に座っていた橘さんが俺に気づいて大きく手を振る。その前に座っていた女性がすっと立ち上がり、俺のほうを向く。体のラインが出るようなイブニングドレスを着た女性。華やかなアップスタイルになった髪に目を奪われ、振り返った顔を見て思考が停止する。

　ぱっちりとした瞳、綺麗な鼻筋に、ふっくらとした唇。見覚えのあるその顔は、昔に比べて大人っぽくなったように感じる。

「…………紗和？」

　思わず彼女の名前を呼んでしまった。

　他人の空似かもしれないのに、呼ばずにはいられなかった。

　俺の声に反応して、顔を強張らせた彼女を見て、本人であると確信する。

　ずっと捜していた昔の恋人を目の前にして、鼓動が速くなっていく。橘さんの付き添いで来たはずなのに、紗和のことが気になって目が離せない。

　俺が来たことによって、紗和は橘さんの隣に座ることになって、ふたりの距離が近いことに嫉妬をしてしまう。体に触れたりはしないものの、楽しそうに話しているところを見ると、いてもたってもいられなくなる。

　失恋したてのころは、胸が痛くて仕方なかったけれど、四年も経っているしそれなりに傷も癒えた。時間が解決してくれたと思っていたのに、再び目の前にするとすぐに感情が蘇ってしまった。

　前より女らしくなった？

　仕草も話し方も色っぽくなったし、男を魅了するような眼差しをするようになった。俺のことを客として扱っているのだろうけど、紗和に見られるたびに悲しいほど反応してしまう。

　前は男に慣れていなくて、俺しか知らなかったのに……今は、こんなふうに男を手玉に取るような仕草をする人になったのか。

　紗和はもう新しい人生を送っているし、俺と付き合っていたことなんて忘れているのだろう。

　それなのに、俺は――。

　その日はろくに会話をせず別れることになった。最後まで他人のふりをされて傷ついたはずなのに、諦めきれなくて。気づけば、翌日もその店に足を運んでいた。

　俺に指名されて驚いている様子だったが、俺のテーブルにつくとせっせと仕事を始める。慣れた手つきでお酒を作りだす。そんな前との違いを目にするたび、寂しく感じてしまう。

「紗和。昨日も聞いたけど、どうしてこんなところで働いているんだ？」

「え……？」

「前は、普通に昼の仕事をしていたはずなのに、どうして？　仕事を辞めたのか？」

　こんなことを聞かれても困るだろうと思うのに、聞かずにはいられない。

　普通の子だったのに、どうしてこの職業に就くことになったのか。別に水商売を否定するわけではないが、どういういきさつでこうなったのか知りたい。

　信念を持ってやっているのなら構わないと思うが、理由を聞かせてほしい。それなのに、紗和はばつが悪そうに口ごもってばかりだ。

「何か困っていることがあるなら、俺に相談して。力になるから」

「別に、本当に何もないよ」

「もしかして、男にお金を渡しているとか？　彼氏が水商売の同業者なんじゃ……」

　理由を話してくれないところを見ると、そうなんじゃないかと勘繰ってしまう。悪い男に引っかかってお金が必要な状況に追い込まれているのではと心配する。まるで過保護な親みたいな心境で理由を聞き出そうと必死だ。

　こんなことを元恋人に聞かれていい気なんてしないと分かっているのに、放っておけない。もし俺が何かできるのなら、助けてあげたいと思ってしまうのだ。

　お節介とか、余計なお世話だとか、疎ましがられるかもしれないと思うのにやめられない。

　話を逸らされて、結局この話は聞けずに終わってしまった。今どこに住んでいるのか聞いても教えてもらえず、絶妙な会話でかわされ続ける。

　どれだけ押しても、俺のことなんてもう好きじゃないんだと感じるばかり。引きずっているのは俺だけで、今でも紗和を好きなのも俺だけ。

　会話をするたびにそれを実感するのに、目の前にいる彼女と少しでも繋がりが欲しい俺は、客になるしかないことを思い知る。

　逆に言えば、紗和の客になれば一緒にいられる――。

　迷惑がられているかもしれないと思いながらも、それでもいいから紗和の傍にいたいと望んでしまった。もう二度と会えないと思っていた女性がそこにいるなら、繋がりを断ちたくない。

　女に縋るような男になりたくないのに、紗和の前にいると、そんなことどうでもよくなる。どんなに格好悪くてもいいから、プライドを捨ててでも彼女に選ばれたいなんて思うほど、彼女にのめり込んでいくのを止められない。






　――そして、今。

　京子ママから聞いた公園の近くに来ている。

　紗和が事故に遭ったと聞いた二日後、いてもたってもいられなくなった俺は、彼女の家の近くだと聞いた公園に来ていた。

　こんなところに来ても、彼女に会えるわけじゃないのに。というか、偶然出会っても、紗和からすれば家の周りをうろつかれて怖い思いをするかもしれない。

　でも、何もできないのがもどかしい。

　怪我をしていて生活が困難なら、手助けをしたいと思う。通院するのなら送迎をするし、いい病院を探す必要があるなら俺が手伝う。

「はぁ……」

　とはいえ、偶然会えるなんてこと、ないよな……。

　小さくため息をついて公園の中に入ると、砂場あたりに小さな子どもと母親が遊んでいる姿が見えた。子どもはスコップを持って穴を掘っているのだが、反対の腕にはギプスを巻いている。

「佑都、ギプスが汚れるから、そんなに激しく掘らないで」

「やだー！　バケツにいっぱいいれるの！」

　腕を怪我しているのに大変だなと思いながら、その親子のやり取りを見ていると、子どもは急に砂遊びに飽きたのか、近くのシーソーに向かって走り出す。

「もう帰ろうよ」

「やだ！　もっとあそぶの！」

　そう言って子どもは母親の腕をすり抜けてこっちに走ってくる。

　その小さな子は、どこか見覚えのあるような顔で――誰かに似ている気がした。

「佑都！　ママと帰ろう」

　子どもを追いかけるために振り返った女性の顔を見て、俺は絶句する。

「紗和……どうして」

　小さな男の子を追いかけるのは、いつも会うときとは違う、Ｔシャツにデニムというシンプルな格好をしている、昔よく見ていたナチュラルな雰囲気の紗和だった。

















５　秘密












　事故に遭って腕を骨折したというのに、佑都は相変わらず元気だ。いつも通り……いや、いつも以上に元気で、外に行きたいと狭い家の中で暴れまわる。

　家の中でじっとしているのにも限界を感じ、佑都を連れて近くの公園にやって来たのだが――。

　まさか、そこで蒼生と遭遇するなど思ってもみなかった。

「紗和……どうして」

　佑都を追いかけて走り出した瞬間、スーツ姿の蒼生に声をかけられて立ち止まった。目を見開いて、私と佑都を見つめる蒼生。

　うそ……なんで蒼生がここに？

　まさか見つかるなんて。

　急に追いかけてこなくなった私を変に思った佑都も足を止めて、私と蒼生のことを交互に見つめる。

「まま……どうしたの？」

　ママ、と呼んだ。

　小さな男の子。三歳くらいの子が、私のことをママと呼んでいる。その状況を見て、蒼生はすぐに気づくだろう。

　頭が真っ白になって、どう説明していいのか分からなくなる。どうしよう、どうしようと頭の中で繰り返すだけだ。

「ううん、何でもないよ」

「ねえ、ぶらんこだったらしていい？　おして」

「う、うん……」

　佑都に手を引かれて、私はブランコのほうへ連れていかれる。一人で座る佑都の背中を押して、ゆっくりとブランコを動かし始めた。

　蒼生は私たちのほうへゆっくりと近づき、私と佑都がブランコしているのを見て、静かに声をかけてくる。

「紗和は、事故で怪我をしなかったのか？　怪我をしたのはこの子？」

「う……うん。そう……」

「ママって呼んでいたけど……この子は紗和の子なの？」

　どうしよう。どう答えたらいいの？

「この子を育てているから、お金が必要だったってこと？　だから職業を変えた？」

　次々と質問を投げかけられるのに、何も返事できない。

　違うと言ったら、話を聞いている佑都に誤解を与えることになる。でも認めてしまったら、この子が蒼生の子どもだと疑われる。

　答えられずにいると、蒼生は佑都に向かって話しかけた。

「ねえ、君、いくつなの？」

「ゆうと、さんちゃいだよ」

「三歳か」

「おにいさんは？」

「え……っ」

　まさか蒼生の年齢を聞き返すなんて思ってもみなかったので、私も蒼生も驚く。くすっと笑った蒼生は、楽しそうに微笑みながら佑都の質問に答えた。

「三十歳だよ。まだお兄さんかな？　おじさんじゃない？」

「わかんない。おじさんなの？」

「いや、お兄さんのほうがいいな」

「ふふ」

　そんなやり取りを見て、思わず笑ってしまった。佑都が大人の男性に対してこんなふうに普通に会話をしているところを初めて見た。

　ふたりの様子にほっこりしている場合じゃないのに、ふたりが接触していることを嬉しく思う自分もいて複雑な心境だ。

「紗和。結婚してるの？」

「まま、けっこんしてるよ」

　蒼生が質問したことに佑都が答える。結婚なんてしていないのに、何を言い出すの？

「ゆうととけっこんするの。ままは、ぼくのおくさん」

「ゆうと、くん……以外の人とは結婚してないの？」

「ちてない。ままとぼくだけ」

「こら、佑都！」

　話がややこしくなるから、会話に口を挟まないでほしいのに、私がもたもたしている間に佑都が答えてしまう。

　困ったな、とため息をつくと、蒼生が再び話し出した。

「紗和。佑都くんの顔……俺に似ている気がするんだけど、気のせい？」

「気のせいだよ、似てない」

「本当に？」

「似てないよ、全然」

「じゃあ、ＤＮＡ鑑定してもいい？」

　きっと確信しているに違いない。私を追い詰めるために、蒼生は畳みかけるように話しかけてくる。ここで否定しても受け入れても、彼の考えていることが真実に近づくだけだ。

「……して、どうするの？」

　もし佑都が自分の子だと分かったら、どうするつもり？

　彼の思惑が分からなくて警戒する。ブランコに飽きた佑都は、ブランコを降りるともう一度砂場のほうへ走っていってしまった。

「もし俺の子だったら、すごく嬉しいんだけど……」

「どうして嬉しいの？　別れた女が勝手に産んでいたなんて迷惑な話じゃない。大丈夫、朝比奈さんの子じゃないし気にしないで。あなたと別れたあとに付き合った人との間の子だから」

「そうかな。そんなふうには思えない。俺たち、そうなってもおかしくない関係だったじゃないか」

　蒼生の言葉を聞いて、ドクンと大きな鼓動が鳴る。

　そう、私たち、付き合っているとき、すごく情熱的に愛し合っていた。子どもができるかもしれないほど愛し合っていたことを思い出して、一瞬で体温が熱くなる。

　そうだったとしても、それは否定しなければ。私は反論をやめない。

「だけど、違うから」

「俺にそっくりなのに？」

「それは……っ」

　言い逃れできないほど、佑都は蒼生にそっくりだ。目元も、鼻の形も、唇も。きっと蒼生の小さいころはこんな子どもだったのだろうと思うほど似ている。

　それなのにこれ以上違うと否定しても、真実味に欠ける。

「俺は嬉しい。迷惑だなんて思ってない。それだけは分かって」

「分からない。朝比奈さん、変です」

　一方的に別れを告げて、酷い振り方をしたし、数年ぶりに再会したら、自分の子どもを産んでいたなんて自分勝手な女じゃない。それを嬉しいと思うなんて、信じられない。

「とにかく、私たちのことは放っておいてください」

「怪我をした子どもの世話をしている紗和を放っておけないよ。何か手伝えることがあったら何でも言ってほしい」

「そんなの――」

　何もない。そう言おうとしたのに。

　ととと、と可愛い足音が近づいてきて、私の脚をツンツンとつつく佑都が口を挟む。

「おうちのでんき、つかないの、なおちてほしいな」

「えっ……」

　たどたどしい口調で佑都がうちの家の電気が壊れていることを話してしまった。

　佑都の視線に合わせるように、蒼生がしゃがみ込んだ。ふたりは目線を合わせて顔を向き合わせて話し始める。

「電気……？　どこの電気？」

「まんなかのへや。でんきつかないんだよ」

「そうなの？　電球の問題？　それとも電気そのものかな」

「わかんない。まま、いえかえろ」

「いや……家は、ちょっと」

　あんな狭いボロ家に住んでいることを知られるのは困る。それに、おもちゃとか散らかしっぱなしだし。無理無理、と首を振るけれど、佑都と蒼生は手を繋いで歩き出す。

「や……っ、だめだってば！　こら」

「佑都くん、案内してくれる？」

「いーよー」

「こら、ふたりで勝手に行かないで。電球が切れているだけだし、本当に大丈夫だから！」

　追いかけて阻止しようとしても、蒼生と佑都は仲良く進み続ける。なんで初対面なのに、こんなに意気投合しちゃうの。

　公園からすぐ傍にあるアパートに着き、佑都は私たちの家を蒼生に教えてしまった。

「ここが紗和の家か……」

「ボロ屋だと思ってバカにしているでしょ」

「してないよ。お邪魔します」

　家の場所を知られてしまったのなら、遅かれ早かれ蒼生は家の中に入るつもりだろうと諦めた。蒼生はこういうとき、すごく強引に攻めてくることを、私は知っている。

　扉を開けると佑都は一目散に部屋の中に入っておもちゃで遊び始める。

「どこの電気がつかないの？」

「ここ……だけど」

　二、三日前からリビングにある電球が切れたままになっている。外すのが億劫でそのままにしていた。

　別室の灯りでしのいでいたところだったが、こんなことになるのなら早く直しておくべきだったと反省する。

「ちょっと見せて」

　蒼生は天井に手を伸ばして、手際よく電球を外す。こんな平凡以下のみすぼらしい部屋の中に高級スーツを着た男性は不釣り合いで変な感じがする。

　この家に蒼生がいるなんて、想像したことがなかった。

「朝比奈さんって……自分で電球を変えたりするの？　あんまり、そういうことしなさそうなイメージなんだけど」

「そう？　俺、結構こういうの好きなんだよね。小さいころは何でも分解するのが好きだったし。機械の組み立ての仕組みを見るのが好きだった」

「へえ……意外」

　蒼生は電球を外して型番を確認すると、一旦家を出て行った。しばらくして戻ってくると、手には新しい電球を持っていて、それをつけ直してくれた。

「どう？　できたよ」

「わぁ、ありがとう！」

「しゅごーい、ついたー！」

　隣の部屋にいた佑都もリビングへ戻ってきて、電気がついたことを喜ぶ。そして蒼生の脚にきゅっとしがみつく。

「これでもう大丈夫だよ。よかったね」

「朝比奈さん、ありがとう。お手数かけてすみません」

「いいよ、気にしないで。あ、でももしお礼をしてくれるなら、今日の晩御飯をここでごちそうしてくれたら嬉しいな」

「う……」

　なかなか積極的に攻めてくる。電気を直してもらった恩もあるし、その要求を拒否できない状況に追い込まれてしまった。

「わ、分かった……」

「やったー！　佑都くん、今日の夜ご飯、お兄さんも一緒に食べていいって。やったね」

「やったー。じゃあ、いっしょにあそんでくれる？」

「いいよ。あの電車のレール組み立てるよ。すごいのを作ろう」

　隣の部屋にある電車のおもちゃを指さして、佑都の遊び相手になってくれることを約束していた。佑都は大喜びで、蒼生に抱っこしてほしいと手を伸ばす。

「よーし、佑都くん、遊ぼう」

　佑都の脇の下に手を入れて、そっと抱きあげる。私よりも背の高い蒼生に抱っこされると、いつもより高い視界に佑都が喜んだ。そのまま隣の部屋に向かい、ふたりは電車のおもちゃで遊び始める。

　蒼生って子ども好きだったのかな？

　彼とそんな話をしたことがなかったから、こういう一面を見るのは初めてだ。男同士だからなのか、佑都の興味を持ちそうなことをして、楽しく遊び続けている。私よりも上手に佑都の機嫌を取っていて、感心してしまうくらいだ。

　それよりも。

　ここで晩御飯を食べていくと言っていたことを思い出し、キッチンへ向かう。キッチンといっても、すごく狭いし、冷蔵庫も単身者用の小さなものしかない。最低限の材料しかないから、豪華な料理なんてできそうにない。

　うーん、できるとしたら、カレーぐらいだな……。

　付け合わせのサラダもできそうにないし、カレー単品しか出せない状況にどうしたものかと頭を悩ませていると、背後から蒼生の声がして振り返る。

「材料買ってくるよ。何がいる？」

「え……っ？」

「怪我をしている佑都くんと買い出しって大変だろ？　いるものを言ってくれたら数日分買ってくる」

「でも……」

「いいから。俺も一度帰って私服に着替えてくるついでだし」

　壁掛け時計を見ると、今は三時。そういえば、今日仕事は休みなのだろうか。

「朝比奈さん、仕事中なんじゃ……？」

「中抜けしていたんだけど、今日はもう休むことにする。佑都くんと遊ぶ約束したし」

「いいの？　それで……」

「いいよ。こっちのほうが大事な用事でしょ」

　蒼生ってこんな感じだったっけ……？

　もっと仕事優先の人だったような気がするけれど、自分の会社だから、休みなどはコントロールしやすいのかもしれない。

　そういうわけで、何が必要か書き出して、それを買ってきてもらうことになった。一旦帰ることになり、蒼生がいなくなった部屋で、佑都に話しかけてみる。

「ねえ、あのお兄さんと仲良かったね。楽しかった？」

「うん、たのしい！」

「そうなんだ……」

　蒼生が来るまでに電車の線路を繋げておくんだ、と片手で一生懸命線路を持つ佑都を見て、楽しそうでよかったとほっとする。

　それから一時間ほどすると、私服に着替えた蒼生が両手にスーパーのビニール袋を持って帰ってきた。

「ただいまー」

　そう言って笑顔で部屋に入ってきた蒼生に条件反射的にときめいてしまう。仲のいい関係であるみたいにナチュラルに振る舞われてドキドキしている自分に戸惑う。

「お、おかえり……。車で来たの？」

「うん、そう。家に帰って着替えてきた」

　玄関にある小さな鍵置きトレイに蒼生の車のキーが置かれる。

　久しぶりに見た、蒼生の私服。白のリネンシャツにデニムというラフな格好なのにすごく上品で格好いい。爽やかでほのかに色気もあって、見ているだけでドキドキする。

　そんなふうに胸をときめかせていることを知られたくなくて、わざと明るく振る舞ってみせる。

「ええ……っ、こんなに買ってきたの？　うちの冷蔵庫に入らないよ」

「そう？　あ、ほんとだ。全部は入らなさそうだ」

　あはは、と笑う蒼生につられて、私も思わず笑ってしまった。晩御飯の食材以外に、飲み物とおやつを買ってきたみたいで、これはもう普通の夕食というよりパーティだ。

「わーい、おかしいっぱいだー」

「そうだろ？　これとかどう？　自分でチョコレートをつけて食べるおやつだよ。楽しそうじゃない？」

　スーパーで売っていても高いから買ってあげられないタイプのおやつを差し出すと、佑都の目がキラキラと輝き出す。それは佑都がいつも欲しいとねだっているおやつだった。

「おにいさん、ありがとう～～！　これ、やりたい！」

「いいよ。ママが料理してくれている間、これで遊ぼうか」

「うん！」

　嬉しくて飛び跳ねる佑都は、早くやりたいとリビングのテーブルの上におやつを置いてはしゃいでいる。

「朝比奈さん、お金返すよ。食材代、いくらだった？」

「いいよ、お金なんて。気にしないで」

「でも……」

　そんなわけにはいかない。仕事中ならまだしも、今はプライベートな時間だ。関係のないものまで買ってもらうなんて申し訳ない。

「お見舞いに来たってことで、受け取ってよ。それより料理楽しみにしてるから、よろしく」

「もう……」

　佑都と同じくらいのテンションで遊び始めた蒼生を見て、彼にこんな一面があったのかと驚く。

　蒼生に子どもがいると知られたら怖いと悪い想像ばかりしていたけれど、実際はそうでもなかった。むしろ喜んでいる感じだったし、佑都と仲良くしようとしている。

　佑都が自分の子どもだったら嬉しいと言っていたけど、本心なのかも……？

　そんなことを考えながら、私は料理を作り始める。

　材料は細かく切って、火が通りやすく食べやすいようにしていく。最初は大きなお鍋で煮るけれど、火が通ってきたら、お鍋を分けて大人用と子ども用の辛さと別々に作る。

　いつもはふたりだけだし面倒だから、私が甘口を食べるのだけど、今日は大人がふたりいるので、辛口も作った。久しぶりの辛口のカレーに私も気分が上がってくる。

「もうすぐできるよ。テーブルの上を片付けてくれる？」

「はーい」

　チョコのお菓子で遊んで食べて満足したふたりは、私の掛け声に返事をして散らかったテーブルを仲良く片付け始める。

　カレーを煮込んでいる間に、サラダとスープも作って、何とか晩御飯を完成させることができた。

「わぁ、美味そう」

「ままのカレー、すごくおいしいよ」

「そうなのか。たのしみだな」

　メンズふたりはテーブルの前にちょこんと座って、カレーを楽しみに待っている。その様子が悔しいけど可愛い。

「はい、どうぞ」

「わーい、いただきまぁーす」

「いただきます」

　テーブルの上に料理を置くと、蒼生と佑都は一心不乱にカレーを食べ始める。

「そんなに急いで食べなくても、誰も取らないよ。ゆっくり食べて。喉詰まっちゃうよ」

　そう声をかけても、佑都はぱくぱくぱくとスプーンの動きを止めない。大丈夫かなと心配しながら、隣の蒼生を見ると、蒼生も同じように食べていた。

「紗和、これ、めちゃくちゃ美味い」

「本当？　普通の市販のルウで作ったカレーだし、そんなに大した味じゃないと思うけど」

「そんなことない！　紗和の作ったカレー最高」

　本当かな？　と心配になるものの、すぐに全部を平らげて綺麗に食べ尽くしたお皿を私のほうへ向けてきた。

「おかわり」

「う、うん……」

「まま、ゆーとも！」

「佑都も食べるの？」

「うん!!」

　食欲旺盛なふたりに驚きながら、私はふたり分のカレーを追加で入れにいく。もともと佑都はよくご飯を食べるけれど、今日はより食欲が旺盛だ。

　三人で食べる夕飯が嬉しいのかもしれない。いつもこの時間は保育園だし、私と一緒にいないから今日は楽しいのだろう。

　そして、私も。

　佑都と蒼生と食卓を囲む日がくるなんて思わなかった。佑都とふたりの時間も楽しいけれど、三人だともっと楽しくて。気がつけば、この時間を満喫していた。

　食事をしたあと、蒼生はお礼にと片付けを手伝ってくれた。すっかり綺麗になったキッチンとリビング。そろそろ佑都のお風呂の時間になり、私たちは八時を回ったところで別れることになった。

「今日はありがとう。ごちそうさまでした」

「こちらこそ、いろいろとありがとう」

　アパートの近くのコインパーキングまで佑都と見送りに来て、車に乗り込む蒼生に別れを告げる。

　蒼生と一緒にいると、すぐに時間が過ぎる。もっと一緒にいたかったなと、毎回別れ際に思って寂しくなってしまう。それを押し殺して明るく振る舞っていると、ふと真剣な眼差しをした蒼生が私の名前を呼んだ。

「紗和」

「……ん？」

「また会いに来てもいい？」

「え、っと……」

　お客様としてではなく、プライベートで会いたいと言われて、言葉を詰まらせてしまう。ここで彼との距離を縮めてしまったら後戻りできなくなる。

「いいよ！　あおにいちゃん、またあしょぼ！」

「こら、佑都」

　やっぱり私が答える前に佑都が許可してしまった。いつもなかなか踏み出せない私の代わりに、佑都が力強く返事してしまう。

「ありがとう。俺たち、仲良しだからな。また遊ぼう」

「うん、つぎはサッカーちよ！」

「そのためには早く手を治そうな。ママの言うことをよく聞くんだよ」

「うん！」

　指きりげんまんをしたふたりは、指を切ったあと、ニカッと同じ顔で笑う。

　ああ、もう絶対にバレてる。この笑顔、瓜二つだ。

「じゃあ、おやすみ。紗和、また連絡する」

「おやすみ」

「おやしゅみ～」

　ぶんぶんと大きく手を振る佑都に手を振り返して、蒼生は車を発進させて帰っていった。

　困ったな……。

　佑都のことを見ても、執拗に追及してこなかった。困っている私に配慮して、いろいろと手助けしようとしてくれた。それから、一緒に過ごしているときも、必要以上に接触してこないように気遣ってくれていた。

　子どもの前だから、友達みたいに接するようにしてくれていたのだろう。その気遣いが嬉しくて、胸が熱くてたまらない。

　胸の中で燻っていた気持ちがどんどん膨らんでいく。これ以上大きくならないでほしいと願うのに、自制がきかない。

「さ、家に入ろうか」

　楽しくて満足した佑都も嬉しそうで、その幸せそうな表情を見られて私も満たされる。

　蒼生の存在が大きくなっていく。どんどん惹かれていく。でも、今はまだそれを認められない。佑都が一番だから、佑都のことを優先に考えよう。だから、私の恋愛なんてまだ考えない。

　そう自分に言い聞かせて、私たちは家の中に戻っていった。

















６　見え始めた真実　～蒼生ｓｉｄｅ～












　まさか、と思った。

　紗和と公園で偶然会えて、怪我をしていなくてほっとしたその次の瞬間。彼女の前を走る小さな男の子が「まま」と紗和のことを呼んだ。

　三歳くらいのその男の子は、驚くほど俺の小さいころに似ている。似ているというより、実家のアルバムに載っている俺そのものだ。

　ママと呼ぶのだから、紗和の子ども……だよな？

　このぐらいの年齢の子ども、俺に似ている、急に別れを告げられて消息を絶たれたことを考えると、点と点が繋がっていく。

　この子は間違いなく俺との子だろう。身に覚えもある。

　それに、紗和の青ざめた表情を見ると、間違いないと確信に変わる。俺に知られたくなかったというのがひしひしと伝わってくる。

　紗和は仕事ばかりの俺に愛想を尽かして別れたのだと思っていたが、そうじゃなかった可能性が大きい。この子を身ごもったから、俺のもとを去ったのではないだろうか。

　俺に迷惑がかかるからとか、言えないと思ったからとか。

　そんなことなかったのに。言ってくれたら、すごく喜んだのに。すぐに入籍をしようとプロポーズしたに違いない。

　俺は、紗和との未来を本気で考えていた。だからあの四年前の仕事の立て込んだ時期を乗り越えて一緒になろうと思っていた。

　それを伝える前に彼女は去ってしまった。あのころ、俺は彼女を安心させてあげられるような存在じゃなかった。だから何も言わずに一人で産むことを決めたのだろう。

「もし俺の子だったら、すごく嬉しいんだけど……」

「どうして嬉しいの？　別れた女が勝手に産んでいたなんて迷惑な話じゃない。大丈夫、朝比奈さんの子じゃないし気にしないで。あなたと別れたあとに付き合った人との間の子だから」

　絶対にそんなことはないと思う。

　紗和は俺以外の男と付き合ったことのない、初心な女性だった。俺と付き合っている間に次の男と関係を結ぶような人じゃないし、そう簡単に男性に心を開くような人でもなかった。

　俺と付き合っているときは、俺のことを想ってくれていることが伝わっていた。だから急に別れ話をされたときは、信じられなくて受け入れられなかった。

　ちゃんと話し合えず、日本に戻ってきて彼女を捜したときには、もう紗和の姿はなかった。

　でも心を開いてくれていない彼女を問い詰めても、絶対に俺の子だと認めないだろう。

　ここは追い詰めるのではなく、彼女から自然と話してくれるまで待とう。それよりも佑都くんと仲良くなることが先決だ。

　目の前にいる小さな男の子は、俺のことを不思議そうに見上げてくる。くるんとした目に、小さな鼻、きゅっと締まった小さな唇、ぷっくりとした頬のどれもが可愛くて見つめられると、愛おしさが胸に込み上げてくる。

「あおにいちゃん」

　佑都くんは俺のことをそう呼ぶ。

　今はそれでいい。いつか、俺が父親だと認めてもらえたら……。

　紗和と佑都くんと仲良くなりたい。少しずつでいいから、距離を縮めていきたい。今は他人でも、いつか家族のように近い存在になっていけたら、俺はそれで充分だ。

　欲張りになる気持ちを抑えて、彼女たちの生活を邪魔しないように、そっと寄り添うことに決めた。

　今の俺にできるのは、きっとこれくらいだから。

















７　零れる涙












　――蒼生に佑都の存在を知られて二週間が経った。

　あれからずっと私たちのことを心配して、二、三日に一回は我が家に顔を出す。佑都と遊んでいくだけで、佑都が誰の子なのかは追及してこない。ただ、今は佑都の怪我の状態を心配して、困っていることがあれば手伝おうとしてくれる。

　そんな優しい蒼生のことを気に入った佑都は、毎日「こんどはいつくる？」と蒼生が訪ねてくる日を楽しみにしている。

　すっかり仲良くなったな……。

　私はシエリーを休んだままで、お客様から「まだ復帰しないの？」と心配するような連絡が入る。もちろん、皆は私が怪我をしていると思っているからなのだけど。

　そんな中、検査に来るように言われていた医師の磯野さんから着信があった。

『もしもし、葵ちゃん？　この前、青葉総合病院の整形外科にいたでしょ』

「え……っ」

『君は怪我していなかったね。それに、子ども連れだった。子どもいるならいるって教えてくれたらよかったのに』

　佑都が受診している青葉総合病院は、磯野さんが働いている病院だったようで、たまたま私を見かけたらしい。大学病院に勤めている医師は、別の病院に働きに行っていることが多々あるそうだ。

「ごめんなさい、子どものこと、お客様たちには言っていなくて」

『まぁね、皆がみんな、理解があるとは限らないから仕方ないね。それより葵ちゃん自体が怪我をしていないのなら、早く内視鏡検査を受けにおいで。お子さんなら、青葉総合病院に託児所があるから心配しなくていいよ。そっちならお子さんも知っている場所だから来やすいんじゃない？』

　そういえば、今月中に検査に受けに来るように言われていた。シエリーを休んでお酒を止めているにもかかわらず、食事のあとに胃もたれがするのは相変わらずだ。最近では食べると気持ち悪くなるし、食べなくても胃が痛むし調子が悪い日が続いている。

「分かりました。じゃあ、金曜日に行ってもいいですか？」

『分かった、予約を入れておくよ』

　磯野さんが私の内視鏡検査をしてくれるらしい。どこまでも親切な人だなと感謝しながら、電話を切る。

　検査の時間は長くて三十分くらいだそう。それなら託児所にお願いしようと考えた。

　予約した金曜日、私は磯野先生に言われたとおり病院を訪れた。検査室に通され、人生初の内視鏡検査を経験することになった。

　どんな格好で行けばいいか悩んだけれど、結局いつも通りのシャツにデニムという慣れた服装で、髪も結ばずナチュラルなまま行くことにした。

「今日はよろしくお願いします、久永さん」

「よろしくお願いします」

　検査着を身に着けた磯野先生を見て緊張する。いつもの磯野さんは私服だし、薄暗い店内だから昼間に会うのは新鮮だ。

　源氏名しか知らなかった磯野さんに「久永さん」と呼ばれて、思わず照れ笑いしてしまう。

「ちょっと苦しいかもしれないけど、頑張っていきましょうね」

「はい」

　看護師さんに誘導されて、私はベッドに横になった。目の前にいる磯野さんは、経口カメラを持ち、検査の準備に入っている。緊張して体を強張らせている私をリラックスさせるため、磯野さんが優しく声をかけてくれたので、深呼吸をして力を抜く。

「さ、いきますよ」

　あとは何とかなる！

　磯野さんに身を任せて、検査に入っていった。

「うええ……」

　思っていたより嘔吐反射がきつくて驚いた。涎もたくさん出るし、涙は出るし、磯野さんの前で何度もえずいてしまって恥ずかしかった。けれど、磯野さんはそんなことを気にせずに、検査に集中している様子だった。

　検査が終わり、しばらく休憩したら次は結果を聞くための診察だ。

　診察室に入ると、さっきまで検査着だった磯野さんがドクターコートに着替えてパソコンの前に座っていた。

「失礼します」

「お疲れさま。よく頑張ったね」

「ありがとうございました」

　磯野さんのことを疑っていたわけじゃないけれど、こうして医師として働いているところを見ると、本当にお医者さんなんだなと実感する。うちの店で楽しくお酒を飲んでいる彼とは違う一面を見られた。

「結論から言うと、検査中に気になるところを見つけたんだ。この組織の一部を取って詳しい検査をさせてもらうことにしたよ」

「え……っ」

　確かに検査中に生検がどうこうと話しているのが聞こえていた。そのときは嘔気に気を取られていてよく分からなかったが、そういうことだったのかと気づく。

「結果が出るまで十日ほどかかるから、またそのころに受診してもらえる？」

「私……病気なんですか？　もしかして、がんとか」

「それは結果が出ないと分からない。でもちゃんと調べておく必要がある。胃炎症状もあるし、薬を出しておくね。市販の薬は飲まないように」

「はい」

　磯野さんが早く検査を受けたほうがいいと言っていたのは、医者として私の症状を見て怪しいと思っていたからだったのかと気づく。一刻も早く病気を発見したほうがいいと思ってのことだったのだ。

　診察が終わり立ち上がると、磯野さんが私にもう一度声をかける。

「きっと大丈夫だから、心配しすぎないで。こうやって内視鏡のときに生検に出す人は多いから悲観しないで。念のため、しっかり調べるだけだからね」

「ありがとうございます」

「何か心配なことがあったら、いつでも連絡してくれていいから」

「はい」

　ふらふらとしながら、院内の別フロアにある託児ルームへ向かう。

　確かに胃の不調はずっとあった。だけどそれはお酒のせいの胃炎症状だと思っていたし、薬を飲めば治るものだと思っていた。年齢も若いし、重篤な病気にかかっているかもしれないなんて微塵も考えていなかったのに。

　もし、私が病気だったら？

　余命が長くなかったら、佑都はどうなるの？

　もし病気が見つかったとして、仕事をずっと休むとなったら、生活はどうなるんだろう。

　もし、私がいなくなったら……佑都はひとりぼっちになってしまう。

　様々なことを考えたら、目の前が暗くなる。今まで症状があったのに、気にせず放置していた。この症状はかなり前からあったのに、大したことはないと無視していたことを後悔し始める。

　もし、取り返しのつかないほど病気が進行していたら……と考えると不安で押しつぶされそうになってきた。

　託児所から佑都を引き取り、佑都の前では明るく振る舞うけれど、心は沈んだままだ。

　家に帰ってしばらく佑都と遊んでみるけれど、落ち込んだ気持ちはなかなか戻らない。時間が経つにつれて不安は膨らむばかりだし、スマホで病気を検索しては落ち込む。

　そんな陰鬱な時間を過ごしていると、蒼生から電話がかかってきた。

「もしもし……」

『もしもし、お疲れさま。今日病院に行く日だったよな？　大丈夫だった？』

　蒼生の明るい声を聞いたら、ずっと抱えていた悲しい気持ちが溢れてしまった。泣くつもりなんてなかったのに、涙を止められない。

「う、うう……っ」

『どうしたの、紗和。何があった？』

　うまく説明できない私を気遣って、蒼生は優しい言葉をかけてくれる。同じ部屋にいる佑都も、泣いている私を心配しておもちゃを置いて傍に駆け寄ってきた。

「まま、どうちたの？　かなしい？」

「ごめん、大丈夫だよ」

　この子を置いて、死ねない。私、まだまだ生きて、佑都を育てなければいけないのに。

　病気になっている場合じゃない。

　そう思うのに自分ではどうにもできない状況にやるせなくなる。まだ結果が出たわけじゃないし、がんだと決まったわけじゃないのに、悪いことばかり考えて落ち込んでしまう。

『今からそっちに行く』

「でも……」

『いいから。もう仕事も終わる時間だし』

　私の異変に気づいた蒼生は、すぐに私の家に来てくれることになった。隣にいる佑都も、私を心配して離れようとしない。佑都の体をぎゅっと抱き締めて、そのぬくもりを感じると余計に涙が止まらなくなる。

　さめざめと涙を零していると、インターホンが鳴った。顔を整えてから扉を開けると、額に汗をかいて息を弾ませている蒼生が立っていた。

「朝比奈さん……」

「大丈夫？」

「うん……ごめんなさい、何か……心配かけちゃって」

「詳しい理由は、俺の家で聞く。佑都くんと一緒においで」

　この家にいるよりも、外に出るほうが気分転換になるだろう、と蒼生は私と佑都を外へと連れ出した。アパートの前に停車させていた車に私たちを乗せると、すぐに発進させる。

「わーっ、わーっ。かっこいいくるま！」

　佑都は初めて乗るドイツ製の車に興奮して喜ぶ。確かに、シートの座り心地や、車内の雰囲気も味わったことのない高級感だ。走行中の振動もなくなめらかに走っているのが心地いい。

　そして到着した蒼生の住むマンションは、以前に訪れた高層マンションより更にグレートアップしていると感じた。一流ホテルのようなラグジュアリーな雰囲気を醸し出すマンションの最上階に案内され、私と佑都は別世界に飛び込んだようだった。

「まま。しゅごいよ……」

「そうだね……キラキラしてるね」

　ふたりで大きな窓から見える夜景に圧倒されていると、その後ろで蒼生が食事の準備を始めていた。

「あ、ごめん。手伝うよ」

「大丈夫、大したものじゃないし。というか、これ全部デリバリーだから」

　そう気軽に言ってくれるけれど、テーブルの上に並ぶのは、高そうな洋食のセットだ。佑都にも食べやすいようにとハンバーグやエビフライがお皿の上に乗っているものの、かかっているソースや素材が普通のものではなさそうだ。

　エビなんか見たこともない太さだし……これ、絶対高いはず。

　どこかのホテルのレストランのものを取り寄せたような本格的な料理に圧倒される。

「さ、食べよう。お子様ランチも用意したんだよ」

「わー、おいちそう！」

　可愛らしい子ども用のプレートの上に乗っているのは、クマの形に整えられたチキンライスと小さなハンバーグ。ソーセージや卵焼きなど、子どもの好きそうなものがずらりと並ぶ。それを見て佑都は「早く食べたい」と騒がしくなる。

「いただきます」

　三人でテーブルを囲み、晩御飯を食べ始める。さっきまでの悲しい気持ちが薄れて、今は食事の時間を楽しめていた。

　食事をとったあと、しばらくしたら帰るつもりだったのに、佑都がソファで眠ってしまった。ゆすっても全然起きないから、このまま寝かせることになった。

「ゲスト用のベッドがあるから、そこに運んであげようか」

「本当にごめんね。このまま連れて帰ってもいいんだけど」

「いいじゃん、このまま朝まで寝ていけば。無理に起こしたら可哀想だよ」

　しばらくしたら目を覚ますかもしれないし、今はベッドの上で寝かせてあげよう。蒼生の使っていないゲスト用の部屋に佑都を運び、大きなベッドの上に寝かせる。全然起きる気配がなく、すやすやと気持ちよさそうに眠っていた。

　静かに扉を閉めて、私と蒼生はリビングのソファに戻る。

「今日はどうしたの、何があったの？」

　ふたりきりになったので、この話を切り出される。きっと佑都の前で聞かずにいてくれたのだろう。

　何でもないと強がりたいけど、強がりきれない。抱えている不安が大きすぎて、胸が引き裂かれそうで息が苦しくなる。

「何か悲しいことがあった？　それとも、困っていることがあるのか？」

　蒼生は私の様子を窺いながら、泣いていた理由を尋ねてくれる。心配そうに私を見つめる眼差しが優しい。その顔を見ていると、悲しい気持ちなのに胸がきゅっと熱くなる。

「心配かけてごめんなさい」

「謝ることなんてない。俺は、紗和に頼られたくて仕方ないんだ。こうして感情を見せてくれるだけでも嬉しいんだから」

　蒼生の顔を見ていると、安心している自分に気づく。

　もうこれ以上、自分の気持ちを隠しきれない。好きじゃないと押し切ろうとしても、この気持ちは消せない。

「私……今日の内視鏡検査に引っかかったみたいなの。検査中に組織を取ってね、がんじゃないかどうか調べてもらうことになって……」

「え？」

「このところ、ずっと調子が悪かったんだ。ただの胃炎だと思っていたんだけど……そうじゃないかもしれない」

　ぽろぽろと涙を零しながら話すと、蒼生の表情がみるみる曇っていく。

「そんなの、まだ分からないだろ。大丈夫だよ」

「でも……もし私ががんだったら？　佑都はどうなるの？　一人残して死ねないよ」

「死ぬなんて言うな。紗和は死なないし、病気じゃない。もし仮に病気になったとしても、きっと治る。今の時代、がんになっても完治する人はたくさんいるんだから」

　そうだけど……でも。

　大丈夫だよね、と思う気持ちと、もし病気だったら――と思う気持ちが交錯して、気分の浮き沈みが激しくなる。冷静になれなくて、悲しくて涙が止まらない。

「俺が傍にいるよ、一人じゃない」

「朝比奈さん……」

「紗和は、誰にも頼らず佑都くんを一人で育ててきたし、すごく大変だったと思う。でもこれからは俺も一緒にいるからもっと俺を頼って」

　どうしてそんなに優しくしてくれるの？

　私はろくにちゃんと話もせず一方的に別れて、勝手に子どもを産んで、好き勝手するわがままな女なのに。佑都が蒼生の子どもだと認めていないのに、きっとそうなのだろうと気づきながらも、責めずに傍にいてくれる。

　その蒼生の優しさに胸を打たれて、もう全部預けて寄りかかりたくなる。

「なんでそんなことを言ってくれるの？　どうして……」

「そんなの決まってるだろ。紗和のことが好きだからだ」

「朝比奈さん……」

　引き寄せられてぎゅっと抱き締められる。私の不安も寂しさも全部吹き飛ばす、彼のぬくもりに包まれて涙が止まらない。

「俺は別れてからも、ずっと紗和だけが好きなんだ。ずっと引きずっていたし、どうしてもっと引き留めなかったんだろうって後悔してた」

　あのころ、仕事が忙しかったこともあったし、私の気持ちを優先してあげることが優しさだと思って身を引いたと彼は言う。理解のある男ぶってしまったことを、その先ずっと後悔していたのだと話してくれた。

「帰国してから紗和を捜しても見つからなくて、もう二度と会えないんだと思ってた。だけど、こうして再会して、仕事も変わっていて、子どもがいて、状況ががらりと変わっていても、気持ちは変わらなかった」

「……うん」

「今でも紗和が好きだ。佑都くんが俺の子どもじゃなかったとしても、それでもいい。それでもいいから、紗和の傍にいたい」

　蒼生の熱い想いをぶつけられて、私の決意が激しく揺らぐ。

　本当に、私がいても邪魔じゃないの？

　佑都のことを、私と同じくらいに愛してくれる？

　そう心の中で問いかけるけど、そんなことは聞かなくても分かる。佑都を見つめる眼差しや言動は、愛で満ち溢れている。きっと蒼生は佑都が生まれてきたことを心底喜んでいる。

　彼の示していた行動は、それらを全部表現していた。口先だけの人じゃないことは、私が一番知っている。

「佑都は……あなたの子なの」

「うん」

「私は……朝比奈さんに内緒で子どもを産んだ。本当にごめんなさい」

「謝らないで。俺は嬉しいんだから。俺と紗和の子どもがこの世にいるなんて、奇跡だとしか思えない。俺との子どもを諦めないでいてくれて、すごく感謝してるんだよ」

　ついに認めてしまった。絶対に言わないつもりだったのに、蒼生に嘘はつけない。この先も一緒にいたいと望むから、隠してはいけない。

「朝比奈さんがシンガポールに出張に行ってから、生理が遅れていることに気づいたの。でもあのころ、すごく忙しそうで、私たちゆっくり話す時間がなかったでしょ？」

「そうだね」

「シンガポールに来てほしいって言ってくれたけど、妊娠初期で体調も悪かったし情緒不安定になってしまった私は、別れを選んでしまった」

「うん」

「産まないでと言われるのが怖かったの。本当、自分勝手だよね。一人で産んで、赤ちゃんを育てようって決めて……」

　ちゃんと向き合って話し合ったときに、赤ちゃんを諦めてほしいと面と向かって言われるのではないかと怯えて逃げてしまった。蒼生に見つからないように引っ越しをして姿を消したのだ。

「俺が悪かったんだ。紗和のことをちゃんと支えてあげられなかったから。俺がもっとしっかりしてれば、離れることなんてなかったのに……ごめん」

「謝らないで。私が悪いんだから」

　タイミングが合わず、すれ違ったまま別れてしまった。けれど、相手を想う気持ちはそのままで、ずっと蒼生が好きだった。好きじゃなかったら、子どもを一人で産んで育てようとは思わなかっただろう。

「俺は、離れてもずっと紗和が好きだった。この四年間、ずっとだ。紗和以上に好きになれる人はいないと諦めていた」

「朝比奈さん……」

「だから、こうしてまた会えたことを喜んでいるし、俺たちの子どもがいたことも、心の底から嬉しいと思ってる」

　膝の上に置いていた私の手をそっと握り、蒼生は真剣な眼差しで熱く見つめる。

「だから、紗和の傍にいさせてほしい。どんなときでも支えるし、力になりたい。もう一人で頑張らなくていいんだ。これからは俺に全部預けて」

　たとえ病気だったとしても、そんな私も全部受け止める、と言ってくれた。その熱い想いをぶつけられて、寂しかった私の心はどんどん満たされていく。

　別れてもずっと愛されていたこと、今も変わらず私を大事に想ってくれていることが伝わってくる。

「俺とやり直してほしい。佑都くんのことも、全部一人で背負わなくていい。これからは俺と一緒に生きてほしい」

「……いいの？　本当にそう思ってる……？」

「思ってる。俺には紗和が必要で、もう二度と失いたくない」

　蒼生と離れていた四年間。妊娠したし、出産も経験して、毎日目まぐるしいほど忙しい日々だったけれど、蒼生のことを好きな気持ちは胸の奥で生きていた。

　佑都が生まれて、どんどん大きくなるたび、蒼生に見せたい、この幸せな気持ちを共感したいと望んでいた。

　でもそんなことはできない、もう蒼生への気持ちは忘れなければならないと、自分に何度も言い聞かせて過ごしてきたのに。

　諦めていたことが、これからは叶うなんて。

　幸せすぎて涙が零れる。とてつもなく不安に思っていた気持ちも、蒼生への愛情も、全て彼が受け止めてくれる。

「ありがとう……。私も、朝比奈さんが好き。ずっと好きだった」

「紗和」

　蒼生への気持ちを口にした瞬間、ぐっと引き寄せられて抱き締められる。もう離したくないというような熱い抱擁。私も蒼生の体に手を回して、ぎゅっとしがみつく。

「今まで一人でよく頑張ったよ。大変だっただろ？」

「うん……」

「もう大丈夫だ。俺がいる。ずっと傍にいるから」

　嬉しくて涙が溢れて零れていく。ずっと恋しかった人が目の前にいて、好きだと言ってくれた。そして、胸に秘めていた気持ちをもう隠さなくていいのだ、という安堵感で力が抜ける。

　しばらく彼の胸の中で泣いて、幸せに浸って甘い時間が流れていた。

「ありがとう……朝比奈さん」

「あ、そうだ。朝比奈さんっていうの、やめない？　ずっと壁を感じてるんだけど」

　腕の力を緩められて、私たちは顔を見合わせる。

　そうだった。蒼生と再会してから、仲良くなりすぎないようにと、彼のことを「朝比奈さん」と苗字で呼んでいた。彼はそれがずっと引っかかっていたらしい。

「恋人に戻ってくれるんだろ？　だったら、名前で呼んで」

　蒼生は私の頬に手を添えて、甘えるような眼差しで見つめてくる。普段は凛々しい大人の男性なのに、私の前になると甘えた表情を見せる。そのギャップが素敵で、胸の鼓動が速くなっていく。

「あ、蒼生……」

「うん」

「蒼生、好きだよ」

「俺も。紗和……ずっとこうしたかった」

　自然と顔が近づいて、私たちは目を閉じて唇を重ねる。そっと優しく重なったあと、何度も角度を変えて触れ合わせる。この柔らかな感触に溺れていると、ふたりの距離がもっと近づいた。

　蒼生……好き。大好き……。

　ずっと眠らせていた女性としての感情。

　もう二度とこんなふうに熱く誰かを想うことなどないと思っていたし、そんな自分を封印していた。だけど、蒼生がいると、すぐに蘇ってくる。

　好きで好きで、胸の奥底から湧き出るような愛しいと思う気持ち。この感情をどうやって表現したらいいか分からないほど、蒼生のことが好きだ。

　口づけがどんどん深くなる。触れ合わせるだけのキスから変化して、彼の舌を受け入れた。

　そう、このキス。甘くて、熱くて、全身がとろけるような……

　このキスをされると、全部預けたくなる。蒼生に何もかも捧げて、とろとろに溶かしてほしくなる。

「……ん……」

「紗和……」

　切なげな声で名前を呼ばれると、それだけで体が熱くなっていく。息を惜しむようなキスをしているうちに、彼の手が私の体に触れ始めた。
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　ああ、この感じ……。

　あのころと変わらない、彼の優しい手つき。慈しむみたいに大切に扱われて、体中が喜んで熱くなっていく感じ。大好きな人に触れてもらえる幸せをもう一度味わって、私の体は高揚していく。

　服の上から撫でられていると、気持ちいいけれどじれったくて。もっとしてほしいと体が勝手に疼いて切なくなる。

　ぎゅっと蒼生にしがみつくと、それに応えるように距離がもっと近づいた。

「紗和」

　これ以上進んでもいいか？　と問いかけるように名前を呼ばれて、小さく頷く。すると私の体を横抱きにして、蒼生は立ち上がった。

「わ……っ」

「動くよ」

　お姫様抱っこに驚いている私をたしなめて、蒼生は別の部屋へ移動した。そこは彼の寝室のようで、大きなベッドとナイトテーブルが置いてあるシンプルな部屋だった。

　ここが蒼生の寝室なんだ。

　壁にある間接照明がほんのりと灯ってロマンティックな雰囲気の寝室は、ホテルの一室のように整っていて綺麗だ。

　ベッドの上に私の体を置くと、蒼生は私の上に覆いかぶさる。緊張している私の顔に気づいて、ふっと顔を緩ませて笑った。

「もしかして、緊張してる？」

「し、してない……っ」

「嘘。体が硬くなってるよ」

　こんなふうに蒼生と触れ合うなんて久しぶりだから、正直、どうしていいか分からない。前に蒼生としていたときは、出産前だったし、今より若かった。

　体のラインも変わってしまったし、あのときと同じではないから見せるのを躊躇ってしまう。

「あの……さ。私……自信ないんだけど……」

「何の自信？」

「体……の。蒼生をがっかりさせちゃうかもしれない。子どもを産んだし、お腹に傷だってある。もう前の私じゃない」

　胸もお腹も、前のようではない。申し訳なくそう伝えると、蒼生は私の鼻をきゅっと摘まんだ。

「きゃっ」

「バカ。そんなこと気にするわけないだろう。それに、関係ないし、紗和なら何でもいい。太っていても痩せていても何でもいいんだ。紗和がいいんだから」

「ほんと……？」

「ぷっ」

　ほんと？　の声が、鼻が詰まったみたいな声になって、私たちは顔を見合わせたまま笑い出した。いい雰囲気だったのに、笑ってしまって台無し。でもそれが私たちらしくていい。

「そんなことを気にして緊張していたんだ？」

「だって……気になるよ。それに、子どもを産む前からずっとしてないし」

「……そうなの？」

「そうだよ」

　そう答えると、蒼生の表情が嬉しそうに緩む。

　あれ、その反応はもしかして、私、他の人としてると思ってた？

「蒼生以外とはしてないよ。……ずっと、好きだったから」

　夜の仕事をしていると、いろんな誘いがあった。それでも私には佑都がいるし、蒼生のことが好きだったから、全てかわして逃げてきた。

　だから、昔と変わらず、蒼生しか知らない。

　そう伝えると、蒼生が破顔した。嬉しさを滲ませた甘い表情で、私のことを力強く抱き締める。

「ああ、もう……紗和。どうしよう、俺……嬉しくて」

「うん」

「止まれないかも」

　何度も口づけて、想いをぶつけ合っていると、彼の手が私の服を脱がし始める。キスに夢中になっている間にボタンを外されて、私の服ははらりとはだける。そして下着の上から胸に触れられて、ビクンと体が揺れた。

　蒼生の手……大きい。

　そう感じるのは、私の胸を鷲掴みにしているから。優しく揉みしだきながら、布の上からそっと胸の先のある場所に触れる。ねっとりとした動きで撫でられると、腰がひくつく。

　甘くてじれったい感じが体中に広がって、じわじわと熱くなってくる。

「ん……」

「ここが気持ちいい？」

「や、ぁ……っ」

　布越しだと物足りなくて、でも全部見られるのは恥ずかしくて。もどかしさに身悶えていると、蒼生の指がブラジャーの中に入ってきて、胸の先を指先で摘まんだ。

「あ……っ」

「見つけた。もう硬くなってる」

「だ、だめ……っ、そんな……」

　くにくにと指先で弄ばれるたび、強い刺激が走る。それが気持ちよくて、まだ始まったばかりなのに頭がクラクラしてきた。

「紗和のここ、見てもいい？　もう我慢できないんだけど」

　見られるのが恥ずかしいと思っていたのに、今はもっと触ってほしいという欲望のほうが上回っている。こくこくと無言で頷くと、彼の手が背中に回ってきてホックをパチンと外した。

「あ……」

　すぐに剥ぎ取られたブラジャーから零れる乳房を隠す間もなく、蒼生の顔が胸に埋まる。そしてピンと立ち上がった胸の先を口に含んで舌で転がし始めた。

「あ、ああ……っ」

　痺れるような快感に包まれて、もう隠すことなく全てを委ねる。いやらしい音を立てながら胸を愛撫する蒼生が愛おしくて、私は時折目を開いて彼を見る。

　大好きな人が私の体を味わっている姿が嬉しくて、心も体も高まっていく。あのころも同じように愛されていたはずなのに、何も知らないときみたいに胸がときめく。

「紗和、好きだよ。ここも、ここも……」

　情熱的に体に触れられて、彼の手が服を脱がし続ける。デニムも脱がされて、ショーツだけになった太ももを撫でられると体が戦慄いた。

「ん……」

　蒼生の指がショーツのクロッチ部分の上を撫でる。直に触られているわけじゃないのに、痺れるみたいに気持ちいい。甘い吐息が漏れるのと同時に、彼の指先がショーツの中に潜り込んできた。

「あ……っ！」

　ぬかるんだ場所を見つけられてしまった。奥まで触らなくても、蜜が溢れてきていることが分かる音がする。彼の指が表面を撫でるたびに、粘着質な音が鳴って恥ずかしい。

「……やっ、あ……」

「紗和、脚を閉じないで。もう少し力を抜いて」

　こんなに濡れていることを知られるのが恥ずかしくて、反射的に脚を閉じようとするけど阻止される。

「でも……こんなの……」

「反応してくれて嬉しいんだよ。恥ずかしがらないで」

「ああ……っ」

　その言葉に絆されて、私は素直に力を抜いた。すると触れやすくなったようで、彼の指が濡れた場所を暴き出して、閉じていた媚肉の奥へと進み出した。

「ああ……紗和の中、すごく熱い」

「んん……っ、あ、ああ……」

　蒼生の指が中に入ってきて、悦ぶように呑み込むそこは、太い指をきゅうきゅうと締め付ける。気持ちよくて、嬉しくて、蒼生の顔を見ると、目が合った瞬間キスをしてくれた。

　蒼生、好き……。

　彼の首に手を回して、夢中でキスをしていると、彼の指が動き出した。中を探るように抜き差しされて、そのうち内側の壁を擦り出した。そのたびに腰がビクビクと震えて蜜が滴っていく。

「紗和は、ここが好きだよね？」

「……っ、ああ！」

　おへその裏側あたりの場所を指の腹で擦られると、意識が飛びそうになる。私の気持ちいい場所を当てると、そこを重点的に責め始めた。

「だ、めぇ……っ、そんなに、そこ……っ」

「そうなの？　でも、すごく気持ちよさそうだよ？」

　ぎゅっと抱き寄せられながら指戯をされて、言葉では抵抗しても体は抵抗できない。快感が全身を支配して、蒼生にしがみつくことしかできなくなっていく。

「ああ、もう……っ、あぁん……」

　どんどん昇っていくとき、彼はぬるぬるになった指を一度抜いて、外側にある敏感な蕾を弄り始めた。

「ああ！　ああん……っ、ァ」

　気持ちよすぎて、頭が真っ白になる。ビクンビクンと何度も腰をひくつかせながら愉悦に溺れていく。

「ここと、ここ……一緒にするのが好きだったこと……思い出した？」

「ああっ、ああ……」

　蒼生は体を起こして、片方の手は蕾を、もう片方の手は中を蹂躙し始める。両方を同時に責められて、はしたない喘ぎ声を上げるしかできなくなった。

「あ……おい……っ、ああ……」

　快感が全身に弾けて、どんどん昇っていく。蜜の混ざる音が激しくなっていって、私は意識を朦朧とさせて感じ続ける。

「あ、ああっ、ァ――」

　私は蒼生の指戯で絶頂を迎えた。久しぶりに味わうこの快感に、終わってもまだ身震いが止まらない。彼の指が抜かれてもビクビクと下半身を痙攣させて余韻に酔いしれる。

「紗和、可愛い」

「蒼生……っ」

　スーツを脱いでいく蒼生を待てなくて、体を起こして彼に抱きつく。シャツが開いて、その奥にある筋肉質の体に密着すると、彼のぬくもりが伝わってくる。

　さっき私にしたみたいに、私も蒼生の胸の先を舐める。小さなその尖りを舌で擽ると、彼の体がビクンを揺れた。

「……っ、紗和……」

　まさか私がこんなことをするなんて思ってもみなかった？

　昔は彼に愛されるだけで、いつも身を任せているだけだった。でも今は違う。

　私も欲しくて欲しくてたまらない。蒼生のことを求めているし、自分からも何かしたい。蒼生が喜んでくれることをしたいし、与えたい。

　胸の先を舐めていると、彼の手が私の後頭部を撫でる。それが嬉しくて、もっとしたくなる。ちゅっと吸い上げたり、舌で刺激したりしていると、彼から切ない吐息が漏れた。

「くそ……っ、声が出る……」

「いいよ、出しても」

　蒼生が感じていると伝わってくると、私も嬉しくて感じてしまう。さっきまで愛撫されていた場所が勝手にひくついて、蜜を零れさせる。

「そんなにされたら、もう我慢できないよ。俺だって、久しぶりなんだから……」

「あっ」

　もう一度ベッドに押し倒されて、蒼生の体が脚の間に入ってくる。挿入の準備が整ったようで、彼のものが私に宛がわれた。

「紗和……入れるよ」

「うん……」

　万が一佑都が部屋を開けても大丈夫なように、私たちは布団の中に入ることにした。密着した空間の中でゆっくりと彼のものが進入してくる。ぐぐっと内側を押し拡げて、彼の屹立が進退しながら奥へとやってきた。

「ああっ、蒼生……」

　彼の首に手を回して名前を呼ぶと、蒼生は私に口づける。上も下も彼でいっぱいで幸せで満たされて泣きそうになる。

　ずっと、ずっと好きだった。出会ってから今日までずっと。

　もうこうして繋がることなんてないと思っていた。なのに、また一緒になれた。

　私、すごく幸せだ……。

　涙を零しながら彼を全部受け止めると、蒼生は私の耳元で囁いた。

「これからはずっと一緒にいよう」

「蒼生……」

「紗和、俺と結婚して」

　一度離れてお互いの大事さが分かったからこそ、もう離れたくないと強く想う。もう昔のように逃げたりしない。どんな状況でも蒼生となら、乗り越えていけると思う。

　再会して、私の負担にならないように気遣ってくれたことや、優しくしてくれたこと、佑都のことを知っても私たちの生活や気持ちを優先させてくれたことを考えると、大丈夫なんだと思える。

　だから――。

「うん、ずっと一緒にいよう」

　もし私が病気だったとしても、大丈夫だったとしても、これからの時間は蒼生と一緒に生きていきたい。もう後悔したくない。

「紗和……愛してる」

　そう囁いて、蒼生は私のことをぎゅっと抱き締める。そして繋がった場所をゆっくりと動かし始めた。

「あ……っ、ん……ぁ、ああ……」

　蒼生が動くたびに、今まで味わったことのないくらいに感じてしまう。逞しいほどに漲るもので貫かれて、全部を持っていかれるような感覚。壊れてしまいそうなほど感じて、蒼生にしがみついた。

「好き……っ、蒼生……」

　もっともっとと彼を欲しがってしまう。こんなにたくさん奥まで入れて揺さぶられているというのに、貪欲に求める。長い間我慢していたぶん、制御できなくなってしまったみたい。

「可愛いな、紗和は。俺も好きだよ。……っ」

　蒼生の筋肉のついた腕が私の膝の下に入りこみ、脚を持ち上げられる。より深く彼のものが入ってきて、ガツガツと突き上げ出した。

「あっ、あっ……ああ……」

　蒼生は、慈愛に満ちた優しい眼差しで私を見つめている。けれど、瞳の奥には雄の欲望が存在している。もっと私を味わい尽くしたいと求めていることが伝わってきた。

「あ、あぁ……もう……っ、ああ」

　布団の中がふたりの体温で熱くなる。蒼生の肌の上にはじんわりと汗が浮かび上がっていて、それすらも愛おしい。唇も体も指先も、全部を絡ませながら私たちは昇っていく。

「わ、たし……もうイキそう……っ、ああっ」

「俺もだよ。紗和……っ――」

　快楽の果てに一緒にいきたい。何度も好きだと伝え合いながら、私たちは一緒に昇っていく。狂おしいほどに体を揺さぶる蒼生を受け入れながら、最奥で果ててほしいと腰を浮かせる。

「あ、ああ――」

「――っ、く……」

　思いの丈をぶつけるように、私たちは同時に絶頂を迎えた。

















８　新しいスタート












　――十日後。

　内視鏡検査の結果が出る日になって、私は磯野さんの勤めている病院に向かった。佑都は蒼生に面倒を見てもらうことにして、私一人で診察室に通されて結果の説明を受ける。

「結果なんだけどね、問題なかったよ。それでも念のため、これからも一年に一回は検査を受けるように」

「はぁ……よかった……」

　今すぐ治療に入らなければならないような病気でなかったことに安堵する。胃炎症状はあるので、ちゃんと服薬して治療するようには言われたけれど、重篤な状態じゃなくてよかった。

「できることなら、お酒は控えたほうがいいし、規則正しい生活を送ったほうがいいね。葵ちゃんと会えなくなるのは寂しいけれど、体のことを考えると、夜に働くのは止めたほうがいいかもしれない」

　磯野さんは私のためを思って、そう忠告してくれた。私も頷き、素直に受け入れる。

「そうですね。実は私……シエリーを辞めようと思ってるんです」

「そうなの？」

「はい。実は……結婚することになって」

「ええっ。それは急展開だ」

　磯野さんは、目を丸くして驚く。確かにそうだよね、病気かもしれない――からの結婚だ。驚くのも無理はない。

「実は、あの彼と付き合うことになりまして……」

「あの彼って、昔の知り合いだっていう彼？」

「はい。あの人……子どもの父親なんです」

「よかったじゃない、元の鞘に戻ったんだ。子どものためにも、それがいい」

「はい」

　蒼生とやり直すことになり、私たちは生活を一新させることになった。まず私は今の仕事を辞めて、夜に佑都を預ける生活を止めることにする。昼間仕事をしたいならしてもいいと言ってくれたので、これから仕事を探すのか、専業主婦になるのか決めていこうと思う。

　そして佑都は夜間保育園を退園し、幼稚園に通わせようということになった。

　今住んでいるアパートを引き払い、彼の住むマンションへ引っ越して、落ち着いたら入籍することになった。

「お店では会えなくなりますが、これからは私の主治医としてお願いします」

「そうだね、よろしく。でも早く健康になって、通わなくてもいいぐらいになろうね」

「はい」

　磯野さんは最初から最後までいいお客様だった。紳士的だし、優しいし。お店で出会った人だったけど、この人と知り合えてよかったと思える人だ。

「僕も四十を越えたしそろそろ身を固めたいけど……なかなかうまくいかないなー。葵ちゃんが羨ましいよ」

「ありがとうございます。磯野さんもきっと見つかりますよ」

「そうかな。そうだといいんだけど……って、雑談はここまで。次の患者さんがいるから、今日はこれで終わりね。じゃあ、またお薬がなくなったころに来てください」

「はい、ありがとうございました」

　診察室を出て、会計を済ませて病院の駐車場に行くと、蒼生と佑都が車の前に立って私の帰りを待っていた。

「お疲れさま、どうだった……？」

「え、っと……」

　少しだけ返事を焦らしてから、満面の笑みを浮かべる。

「大丈夫だった！　問題なかったって」

「よかった～～」

　ほっとした緩んだ表情をして、蒼生はへなへなっと地面にしゃがみ込んだ。それを見た佑都はおんぶしてもらえると思ったのか、蒼生の背中に回り込んでぴょんぴょんと跳び上がって抱きつく。

「おんぶ、おんぶ！」

「こら、佑都。待って」

「いいよ、よいしょ」

　蒼生は佑都をおんぶして立ち上がった。おんぶしてもらって喜ぶ佑都は彼の背中できゃっきゃとはしゃいでいる。

「何もなくて本当によかった。安心したよ」

「そうだね。本当によかった。心配かけてごめんね」

「紗和は悪くないよ。それより……入籍はいつにしようか。早くしたいんだけど」

　結果によっては、先延ばしにしなければならないと思っていたが、問題がなかったのなら早くしたいと言われる。

「確かに、そうだね」

「にゅーせき、ってなーに？」

　蒼生の背中で聞いていた佑都が質問してくる。そういえば、佑都はどういう反応をするのだろう。私が他の男性と結婚すると聞いて怒るだろうか。それとも喜んでくれる？

　蒼生と顔を見合わせて、話してみようと目配せする。

「ねえ、佑都。言ってなかったけど、実は……この人が佑都のパパなんだ」

「えっ……」

　佑都自体、父親という存在があることは何となく気づいていたみたいだ。テレビや近所の子どもたちに男性の親がいることは理解していたけど、しかし自分にそれがいるのかどうかまでは分かっていないようで「ゆうとのぱぱは？」と聞かれたことはなかった。

　けれど、急に自分にもいると分かって、きょとんと驚いた表情を浮かべる。

「あおにいちゃんが、パパなの。今まで遠くに住んでいたから佑都に会えなかったけど、この人がお父さんなんだよ」

　蒼生は緊張した面持ちで背後にいる佑都の反応を待っている。嫌がられるのか、喜ばれるのかリアクションを窺っていた。

「ぱぱ……」

「そう、パパ。ママとパパがいるから、佑都が生まれたの」

「へええ～～～～」

　ぱああっと目を大きく開いて、キラキラとした瞳で私を見つめる。そして今おぶってくれている男性が自分の親だと知ってぎゅううっとしがみついた。

「ぱぱ、ゆうとの！」

「そうだよ、この人がパパ」

「わーい、ぱぱだ！」

「佑都……」

　後ろからぎゅっと抱きつかれて、蒼生は嬉しそうに微笑み、目に涙を浮かべている。

「佑都、パパだよ。今まで傍にいなくてごめんな。これからはずっと一緒だから」

「うん！　いっぱい、あしょぼーね」

「もちろん。たくさん遊ぼうな！」

　よかった……。佑都が蒼生を受け入れてくれて、父親であることを喜んでくれた。拒否されたらどうしようかと思っていたけど、事前に蒼生が佑都と仲良くしてくれていたおかげだろう。

　蒼生の背中に顔を摺り寄せる我が子の頭を撫でる。この子の幸せが私たちの幸せだから、喜んでくれてよかった。

「じゃあ、今からおうちに帰ろうか。これから三人で一緒に住むんだよ」

「うん、かえる！」

　私たちは蒼生の住んでいる家に帰る。これからどんなふうに生活していくか、たくさん話し合おう。三人が幸せに暮らせるように。
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エピローグ












　今日はシエリー出勤最終日。

　佑都の事故があってから、二ヵ月ほど長期休暇をもらっていたが、そのまま退職する旨を京子ママに伝えた。

「辞めてもいいけど、最後に一度だけ出勤して、お客様に挨拶してね」と言われて、今日に至る。

　お気に入りだったネイビーのドレスに着替えて準備していると、桂くんが話しかけてきた。

「葵さん、お疲れさまです。辞められると聞いて悲しかったですけど……元カレと結婚するんですよね。おめでたいです」

「ありがとう。もう結婚したんだけどね」

「え、うそ！　もう入籍したんですか？」

「そうだよ、ほら」

　私は左薬指に輝く婚約指輪を見せた。

「うわーっ、すごいダイヤモンドだ。これ、めっちゃくちゃ高いジュエリーブランドの指輪じゃないですか……？」

「うふふ……」

「さっすが社長夫人……すごいな」

　蒼生が準備してくれたのは、世界のプリンセスが婚約するときにもらうようなゴージャスな指輪だった。一生に一度のことだし、今まで私に迷惑をかけたからと高価なものをプレゼントしてくれた。

「安物でも嬉しかったんだけど……彼がどうしてもって」

「うわぁ……惚気だ」

「えへへ」

　今日のドレスにも引けを取らない指輪をつけて、私は最後の勤務に臨む。そして今までお世話になった昔からのお客様から、最近常連になったお客様までたくさんの人が私に別れの挨拶をしに来てくれた。

「葵ちゃん、幸せになるんだよ」

「ありがとうございます」

　皆から結婚の祝福を受け、最終日の勤務は終わりを告げた。最後に京子ママが私のもとへやって来た。

「葵ちゃん、今まで本当にありがとう。オープンしてから今まで、葵ちゃんにたくさん支えられてここまでやってこれたわ。これからいなくなるのは寂しいけれど、お祝い事だからね、卒業を受け入れるわ」

「京子ママ……」

「それにしても、超イケメンでお金持ちの元カレと結婚なんて、羨ましすぎィ～～～～。私にもその運を分けろーっ」

「きゃーっ」

　ぎゅううっと抱き締めてくる京子ママとはしゃいで、私はシエリーを卒業することになった。

　せっかくだからとドレスのままタクシーに乗り、蒼生と佑都が待つマンションに帰る。

　夜中だし、静かに鍵を開けて部屋の中に帰ったのだけど、蒼生は私の帰りを待っていたようで、玄関まで迎えに来てくれた。

「おかえり」

「ただいま。遅くなってごめんね。起こしちゃった？」

「ううん、起きてたよ」

　さすがに佑都は寝たようで、蒼生だけで待ってくれていたらしい。持ちきれないほどの花束を一緒に運んでくれたあと、ふと彼からの視線に気づく。

「紗和。……いや、葵ちゃん」

「え？」

「卒業おめでとう。これからは俺だけの葵だ」

　背後からぎゅっと抱き締められて、いきなりどうしたのだろうと驚く。

「蒼生……？」

「通っていたときから思っていたんだけど、この姿の紗和にすごくそそられていたんだよね」

　まさか……？

　蒼生も店に通ってくれていたけれど、そんな邪な感情があったなんて、と驚く。

「その上、俺の奥さんだし……こんなことをしても、問題ないんだよな？」

「あ……っ」

　ドレスの裾を捲り、太ももを撫で始める。そして、アップスタイルになっているうなじに唇が触れる。その熱い唇にゾクゾクと体が戦慄いた。

「こんなに綺麗だから、他の男に取られないか心配で仕方なかった」

「もしかして、今日も心配して待っていたの？」

「そうだよ。だから、早く紗和が欲しい」

　情熱的に求められる新妻であることに喜びながら、私も蒼生を欲しがる。

　そんな心配は不要だよ。私は蒼生だけが好きなんだから。でも、こうやって嫉妬してもらえるのも刺激になっていいかもしれない。

　入籍もしたし、何も咎めることがなくなったから、また赤ちゃんが欲しいな、なんて思う私たちなのでした。
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